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午前１０時０１分 開議

定足数に達してお○議長（堤 喜一郎君）

りますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのう○議長（堤 喜一郎君）

に引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

１０番工藤内記議員の登壇を願います。

日本共産党の工藤○１０番（工藤内記君）

内記でございます。名実ともに最後の一般質

問になります。よろしくお願い申し上げま

す。

まず最初に、基地問題について３点伺いま

す。

第１点目は、昨年の第１回定例会でも伺い

ましたが、米軍専用線の跡地利用についてで

あります。

当時、鈴木市長は、米軍専用線については

昨年の５月に、現時点から見れば、一昨年の

５月でありますが、使用を終えている。当該

提供地は、現在整備中の（仮称）アメリカ村

に接しており、「中心市街地の活性化を図る

上でも重要な役割を果たしていくことが考え

られることから、具体的な活用案として、米

軍三沢基地と仮称アメリカ村の間の区間を遊

歩道として、その他の区間を車道とすること

で」市街地の利便性を高めたいと答えていま

す。

ところが、市長がかわりました。種市市長

は、この跡地をどのように利用しようとして

いるのか。

第２点目は、現在使用されていない米軍専

用線跡地の返還を求める考えはないか、伺い

ます。

第３点目は、米軍再編交付金の活用につい

てであります。

１月の臨時議会では、再編対策事業基金条

例をつくり、妊婦委託健康診査の回数拡大

と、市立病院の超音波診断装置整備事業など

に充てられました。

ところで、隣の東北町では、２００８年度

から、少子化対策を強化するため、妊婦健診

の公費負担を現在の５回から１４回に拡大、

乳幼児医療費も６歳児まで無料化する、財源

には米軍再編交付金も活用するとしていま

す。

再編交付金はこれからも続きますが、三沢

市として、今後どのような分野に活用しよう

としているのかについて伺います。

質問の二つ目は、中心市街地活性化基本計

画についてであります。

中心市街地において、６割を超す地域で、

にぎわいが減ったとしていることが、昨年１

０月１０日に発表された日本商工会議所の調

査でわかりました。この調査は、全国５１７

の商工会議所を対象に昨年５月に実施、回答

率は４９.３％でありました。

全国の商工会議所のうち１９９８年と２０

０７年を比べて、中心市街地の通行量、人の

にぎわいの状況が減っていると回答している

のが６５.２％に達しています。ふえてい

る、１０.４％と回答した割合の実に６倍以

上であります。

中心市街地の将来については、人口規模が

少ないほど悲観的になっています。特に、５

万人未満の地域で、５６.６％が衰退に向

かっているとしています。５万人以上１０万

人未満の地域でも、衰退に向かっていると答

えた割合が４０.６％に達しています。

さらに、地域の伝統・文化の喪失、治安の

悪化などの社会問題がふえていると答えたの

が２５.４％に上っています。減っていると

答えたのは１４.３％にすぎませんでした。

昨年、中心街の活性化を目指して、三沢市

が内閣府に申請していた中心市街地活性化基

本計画が認定を受けました。青森県内では、

青森市に次いで２番目、県南でははじめてで

あります。財政支援によって、整備中のアメ

リカ村事業の大きな弾みになるだろうと期待

されています。

そこで、質問の第１点目、この基本計画の



― 53 ―

内容はどういうものか。

第２点目、特に、就業・所得機会の確保と

人口定住、そして、文化振興の位置づけはど

うなっているのか、お伺いします。

第３点目、最近になって、市立病院の現在

地からの移転は集客力の減少を招き、現在推

進している活性化事業に逆行した政策であ

り、また、市の税収の減収が予想される状況

の中で、健全な自治体財政の維持が必要であ

り、移転新築は到底容認できるものではない

として、９商店会長連名で、市立病院移転の

再検討を求める要望書も出されました。

この市立病院移転問題が、基本計画の中で

どのように位置づけられているのか、さら

に、病院跡地利用計画も含め、お伺いをする

ものであります。

質問の３番目は、土地開発公社の保有する

土地についてであります。

ことしの１月６日付東奥日報に、２００６

年度末の県と県内市町村土地開発公社の長期

保有土地の一覧が掲載されています。それを

見ると、青森市の９９億５,５００万円の保

有額に続いて、青森県が４３億９,０００万

円、次いで、三沢市が２９億９,５００万円

となっています。

この三沢市の土地保有の状況はどうなって

いるのか、そして、活用のめどが立っている

のか、あわせて伺います。

最後は、公の施設の使用についてでありま

す。

２月２日の新聞各紙に、日教組が予定して

いた教育研究全国集会の全体集会が中止に

なったという記事が出ています。これは、会

場となっていたホテルが、右翼団体による妨

害行為などを理由に、一方的に契約を破棄、

施設使用を認める裁判所の仮処分が決定した

後も使用を拒んでいるため、開催は困難と判

断したというものであります。

２月５日付東奥日報社説でも、この問題を

取り上げています。その中で、「例えば、憲

法を変えようとか憲法を守ろう、核燃を推進

するとか核燃に反対するといった集会が開か

れるとする。主義や主張はさまざまだ。だ

が、どんな趣旨であれ、集会を開くのは憲法

第２１条の「集会・結社・表現の自由」が保

障している。その問題に触れるからだ」、こ

う述べています。

そこで、本題に入ります。昨年の１２月、

三沢市が所有し、町内会が管理する集会所

に、日本共産党演説会開催のため借用を申し

込んだところ、政党と暴力団には貸せない、

そういう理由で借用を断られる問題がありま

した。

そこで、借用を断った根拠はどこにあるの

か、三沢市として、この施設の管理者に対し

どのような指導をしているのか、お伺いし、

私の質問を終わるものであります。

ただいまの１０番○議長（堤 喜一郎君）

工藤内記議員の質問に対する執行部の答弁を

求めます。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

ただいまの工藤議員さん御質問のうち、基

地問題の１点目、２点目については私から、

その他については関係部長等からお答えをさ

せますので、御了承願います。

それではまず、基地問題の第１点目、米軍

専用線の跡地利用をどのように考えるのかに

ついてお答えをいたします。

ＪＲ三沢駅から三沢基地正門前までの延長

約２キロにわたる米軍専用線の跡地につきま

しては、この一部の区間が（仮称）アメリカ

村に接することから、中心市街地活性化の連

携を図った跡地利用が必要でありまして、具

体的な活用策としては、歩道や車道などを考

えているものであります。

次に、２点目の三沢市として返還を求める

考えはないかについてでありますが、跡地の

返還については、日米地位協定に基づく手続

に時間を要することに加え、市が整備する場

合には、国からの用地取得費用や整備に要す

る費用負担も発生することが考えられます。

したがいまして、市といたしましては、で
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きる限り財政負担とならない有効な活用に向

けまして、これまでどおり、提供地のまま米

軍あるいは国に、直接、歩道や車道等として

整備していただくように要望してまいりたい

と考えております。

以上であります。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

議員さん議○政策推進部長（桑嶋豊士君）

質問の基地問題についての３点目、米軍再編

交付金を今後どのように活用していくのかと

のお尋ねにお答えをいたします。

再編交付金につきましては、駐留軍等の再

編の円滑な実施に資することを目的として、

平成１９年度に新たに創設された交付金制度

でありますが、同交付金の使途につきまして

は、従来から交付をされております防衛省の

特定防衛施設周辺整備調整交付金、いわゆる

９条交付金のメニューに比べますと、ソフト

事業に使用することができること、また、２

年以上継続するソフト事業に限り、基金を設

けることができることなど、多少の広がりを

持った制度となっております。

しかしながら、その使途につきましては、

米軍再編により影響を受ける住民の生活の安

定に資するよう配慮されなければならないこ

とや、あるいは、国が行う事業または国がそ

の経費の一部を負担し、もしくは補助する事

業、あるいは、法令の規定に基づいて毎年度

経常的に行っている事業で、駐留軍等の再編

の円滑かつ確実な実施に資するため必要なも

のとして特別に行う事業とは認められないも

のなどについて、国の政令において、再編交

付金を交付しない、このように一定の制約も

ございます。

このようなことから、平成１９年度の再編

交付金につきましては、市立三沢病院の超音

波診断装置などの医療機器整備事業と、妊婦

委託健康診査に係る基金造成につきまして、

去る１月の市議会臨時会におきまして、御議

決をいただいたところでございます。

議員さん御質問の平成２０年度以降の再編

交付金の使途につきましては、引き続き、医

療関係をはじめ、保健福祉など、市民生活や

市民福祉の向上に資する事業として使途して

いきたいと考えておりますが、具体的な事業

につきましては、今後、国と協議をし、進め

てまいりたいと考えております。

総務部長。○議長（堤 喜一郎君）

土地開発公社の○総務部長（糸井健二君）

保有する土地についてお答えいたします。

御質問の１点目と２点目は関連があります

ので、あわせてお答えいたします。

平成１８年度末で１３事業、面積は約２２

１.８ヘクタール、金額といたしましては約

３０億円となっております。

主な土地といたしましては、仏沼地区の環

境教育牧場用地が約１９０.１ヘクタール、

金額としては約９億２,０００万円となって

おります。現在、農業と貴重な野生生物が共

生するよう保全・管理に努めており、うち約

３０ヘクタールを牛の放牧等に利用しており

ます。

次に、前平地区の五川目地区集団移転先地

用地は約１１.５ヘクタール、金額としては

約７億５,０００万円となっており、平成１

６年度から分譲を開始して、平成２２年度に

は移転が完了する予定であります。

次に、庭構地区の天ヶ森・砂森地区集団移

転先地用地は約１１.５ヘクタール、金額と

しては約５億２,０００万円となっており、

平成１８年度から分譲を開始して、平成２２

年度には移転が完了する予定であります。

次に、前平地区の五川目地区集団移転先地

用地の北側に隣接する（仮称）南ニュータウ

ン整備事業用地は約６.５ヘクタール、金額

としては約５億７,０００万円となってお

り、優良で低価格の宅地を造成し、定住化の

促進を図るため、整備を進めていく予定であ

ります。

その他の事業の中で、検討が必要と思われ

るのは、斗南藩記念観光村自然散策エリア用

地、（仮称）薬師地区広場整備事業用地、

（仮称）東岡三沢地区ポケットパーク整備事

業用地の３事業があり、面積は約１.２ヘク
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タール、金額といたしましては約１億１,０

００万円となっておりますが、今後は、周辺

地域の振興に寄与するよう関係部署と協議し

てまいりたいと考えております。

以上でございます。

企画財政部長。○議長（堤 喜一郎君）

公の施設の○企画財政部長（月館 孝君）

使用についてお答えいたします。

コミュニティー集会施設は、地域住民の福

祉の増進等を目的として設置している施設で

あり、その利用は、地域町内会における会

議、子ども会、老人クラブ、婦人会などの活

動、そのほか、選挙投票所や市政説明会会場

等その地域住民の方々による利用が多くを占

めております。

このことから、市では、平成１８年度から

指定管理者制度の導入により、各地域の町内

会長等にそれぞれの施設の管理・運営をお願

いしており、三沢市コミュニティ集会施設の

設置及び管理に関する条例等をもとに、施設

管理者が使用許可をすることとしておりま

す。

さて、今回の集会施設の借用に対し、申請

をお断りした件につきましては、施設管理者

からその経緯等を聞き取りしたところ、原因

は、使用の許可に対し誤った解釈をしていた

ことによるものとの確認をしております。

申請者に対しましては、大変御迷惑をおか

けしましたが、今後は、このようなことがな

いよう、施設管理者に対し、条例・規則の適

切な運用についての再確認をしたところであ

ります。

また、市では、昨年の１２月議会におい

て、当該条例が一部改正されたことに伴い、

核施設管理者に対し、改正された条例及び使

用制限内容を記載した張り紙を配布し、施設

の適正な使用に努めるようお願いしたところ

でございます。

今後は、さらに条例・規則の再確認や、事

例を挙げた説明などを行い、管理・運営に対

する周知徹底を図り、地域住民の皆様が気持

ちよく集会施設を利用し、コミュニティー活

動が活発に展開されるよう努めてまいりたい

と考えております。

以上でございます。

商業活性化推進○議長（堤 喜一郎君）

監。

中心市○商業活性化推進監（尾形 豊君）

街地活性化基本計画についての御質問にお答

えいたします。

平成１８年５月に改正された中心市街地活

性化法では、従来までの考え方を改め、商業

振興のみならず、まちなか居住や都市機能集

積を加えた、三本柱の政策体系とするなど、

総合的な取り組みが中心市街地活性化に必要

であるとしており、法の趣旨に基づき、各市

町村が中心市街地活性化基本計画を策定及び

申請を行い、内閣総理大臣の認定を受けた自

治体に対しては、国が重点的に支援を行うと

いう制度改正が行われました。

当市では、国からの重点支援を受けるべ

く、新たな中心市街地活性化基本計画を策定

し、国に申請しておりましたが、昨年１１月

３０日に、全国で１９番目の認定を受けたと

ころでございます。

第１点目の基本計画の内容についてでござ

いますが、「国際色を愉しめる 魅力・活力

・安心のある街」を基本コンセプトに、「魅

力・活力を創出する三沢市の「顔」にふさわ

しい中心市街地の形成」、「アメリカンティ

ストなライフスタイルを楽しめる中心市街地

の形成」、そして、「安心して住み続け、暮

らせる中心市街地の形成」の三つを基本方針

としております。

中心市街地のエリアは、旧計画では、主に

商業地域だけを対象に、約７３ヘクタールと

設定しておりましたが、改正法の趣旨にかん

がみ、このたびの計画では、公共・公益施設

などの都市機能集積と、まちなか居住集積エ

リアを含め、約１２９ヘクタールと設定して

おります。

具体的には、大町のマックスバリュ前交差

点からアーケード街を抜け、岡三沢横町スト

アー前を経由し、中央保育所前からサンマル
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ロードを経て、ビードルプラザ三沢ショッピ

ングセンター及びビードルドームを包含する

エリアとなっております。

この中心市街地エリアにおける主な事業と

いたしまして、中央地区土地再生土地区画整

理事業などのアメリカ村基盤整備のほか、都

市福利施設整備として、民間福祉介護施設な

どのまちなか誘導事業や、まちなか居住推進

のための市営住宅及び民間賃貸共同住宅など

のまちなか誘導事業、商業活性化のための複

合的商業交流拠点整備や、中心市街地での各

種イベント及びまちなか観光ＰＲ事業など、

さらには、中心市街地循環１００円バスと商

店街ポイントカードサービスとの提携事業な

どにより、総合的に中心市街地活性化を実現

する計画としております。

次に、第２点目の就業・所得機会の確保と

人口定住、そして、文化振興の位置づけにつ

いてお答えいたします。

改正中心市街地活性化法及び国の定める基

本方針に沿って市町村が策定する中心市街地

活性化基本計画では、中心市街地活性化に資

する目標値を設定することとなっており、当

市の基本計画においても、具体的数値目標と

して、休日歩行者通行量、小売業年間商品販

売額及び中心市街地居住人口について、それ

ぞれ目標値を設定し、計画期間内において目

標を達成すべく、各種事業を展開することと

しております。

就業・所得機会の確保という点について

は、基本計画において明確な目標設定はなさ

れておりませんが、歩行者通行量の増加と小

売業年間商品販売額の増加を図ることによ

り、中心市街地におけるにぎわいと経済効果

の創出に伴い、雇用並びに所得の確保・増大

が図られるものと考えております。

中心市街地居住人口については、数値目標

を設定しており、この目標達成に向けた各種

事業を展開することとしております。

また、文化振興の位置づけについては、地

域伝統・文化を創造し、はぐくんできた中心

市街地の重要性にかんがみ、三沢ならではの

個性を生かした国際交流や祭りなど、伝統・

文化に基づく各種ソフト事業を積極的に展開

する計画としており、広く市民に参画いただ

く事業展開により、市民の皆さんはもとよ

り、周辺市町村や観光客の方にも三沢の個性

をアピールしていくことで、中心市街地活性

化を実現することとしております。

次に、第３点目の市立三沢病院移転との関

連についてお答えいたします。

三沢市中心市街地活性化基本計画では、平

成１９年１月に設置された、商工会をはじめ

とする関係機関の団体の代表者で構成する三

沢市中心市街地活性化推進会議での計画案の

審議及び内閣府との事前協議の段階から、市

立三沢病院の移転を既に決定事項として計画

に織り込み、その上で、中心市街地活性化に

向けた目標設定と、目標達成のための事業を

計画に位置づけ、内閣府との事前協議を調え

た計画となっております。

基本計画に盛り込んだ市立三沢病院移転跡

地への施設配置計画については、あくまで

も、現在、検討継続中の市立三沢病院移転跡

地利用検討委員会での意見と整合性を図りな

がら位置づけたものであり、民間のまちなか

医療、福祉、介護施設の導入や、市営住宅及

び民間共同住宅の導入などについて、国の支

援制度活用を想定しながら計画に盛り込んで

おります。

今後におきましても、市立三沢病院移転跡

地利用検討委員会での検討経過を踏まえまし

て、対応してまいりたいと考えております。

以上でございます。

１０番、再質問あ○議長（堤 喜一郎君）

りませんか。

１０番。

質問をした順番に○１０番（工藤内記君）

再質問します。

基地問題の米軍再編交付金についてであり

ます。

種市市長も、恐らく苦渋の選択をしたはず

です。我々も苦渋の選択をしました。さら

に、地域住民は、さらに苦渋の選択を押しつ
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けられたといいますか、せざるを得ないと、

そういう状況になったと思います。ですか

ら、今後の米軍再編交付金の活用について

は、その辺のところを十分に考えてもらっ

て、さっき医療福祉関係と言いましたけれど

も、できるだけ関係住民の負担を軽減するよ

うな、そういう部分で使ってほしい。これは

要望であります。

それから、中心市街地活性化の問題で幾つ

か質問したいと思います。

昨年１１月１４日のデーリー東北に、いわ

ゆる今度の活性化計画との、恐らく関連があ

るだろうと思いますけれども、アメリカ村開

業にあわせて、米軍三沢基地関係者が販売す

るハンバーガーなどの食品を限定して、同区

域内の通関免除が可能になるよう規制緩和を

求める構造改革特区の提案書を提出したと。

そして、国は、０８年２月までにということ

は、今月までですね。内容を審査し、提案を

認めるか否かを判断するという新聞記事があ

りました。このいわゆる改革特区の提案書を

提出したわけですけれども、現時点ではどの

ようになっているのか、お伺いします。

それからさらに、ことしの１月３１日付の

東奥日報に、弘前市の中心市街地にある、土

手町というところがあるそうですけれども、

これが空き店舗による空洞化が叫ばれる中、

下土手町の空き店舗がゼロになったという新

聞報道があります。三沢でも、結構、空き店

舗が目立つようになっています。これまでに

空き店舗解消のためにどのような対策をとっ

たのか、お伺いします。

以上です。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

商業活性化推進監。

再質問○商業活性化推進監（尾形 豊君）

にお答えいたします。

まず、第１点目でございます。構造改革特

区は、その後どのようになったのかという御

質問でございますが、提案は却下されており

ます。

第２点目につきましてですが、空き店舗の

対策ということですが、現在、アメリカ村整

備中でございますが、現在、整備段階で、非

常に流動的な要素も含んでおりますが、アメ

リカ村に限定して御説明いたします。

建築戸数としては、事業完了後、中央商店

街は４７戸、大通商店街は２０戸の合計６７

戸が店舗となる予定でございますが、現在も

まだ計画の進行中のさなかでございますの

で、確定した数値というものは現在のところ

申し上げることができませんので、御了解い

ただきたいと思います。

以上でございます。

１０番。○議長（堤 喜一郎君）

先ほど質問をさせ○１０番（工藤内記君）

ていただいたものも含めて、再度質問しま

す。

病院の跡地利用計画、これからだという話

です。きのうも、たしか舩見議員の質問に対

して、病院建築は、いわゆる着々とこれは進

むわけですよね。その跡地をどういうふうに

活用するのかということに対する地域住民、

特に商店会の人方の心配というのがあって、

恐らくそのような要望書の内容だと思いま

す。

ですから、これからということだと、やっ

ぱり地域住民の人に、本当に病院が移転して

も、あとは大丈夫ですよということを示せな

いのではないかと思います。ですから、この

点をもう１回、できるだけ早く安心のできる

ような跡地利用計画が必要だと思いますけれ

ども、その辺のところをもう一度答弁をお願

いします。

それから、土地開発公社の保有の問題で

す。金額的には、県内で３番目に多い金額で

す。それなりに使い道も立っているように聞

いています。ところが、他の自治体だと、こ

の問題が、一般財政を含めて自治体財政を圧

迫すると、圧迫しているというふうな状況が

あちこちで見受けられます。

三沢市で２９億円、３０億円近くの、いわ

ゆる開発公社の長期の土地保有をこれ以上続

けていくようなことがあれば、一般財政その
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他、いわゆる三沢市の財政に対して悪い影響

を与えないかどうか、この点をひとつお願い

します。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

地域の商店○政策推進部長（桑嶋豊士君）

会の皆様が、これからだというふうなことで

あれば安心できないというふうなことであり

ますが、これにつきましては、先般も御答弁

申し上げましたが、現在、跡地利用検討委員

会で中間報告を提出しております。

市としましては、この中間報告に基づい

て、もう少し具体的に、どういうふうなもの

が事業として適正なのか、かつまた、財政状

況等も勘案しながら、その具体性に向けまし

て、検討委員会ともども、市としても早期に

具体案が取りまとまるように、これから努力

してまいりたいというふうに思っておりま

す。

総務部長。○議長（堤 喜一郎君）

公社保有の土地○総務部長（糸井健二君）

がこのまま続けば、市財政に悪影響を与える

のではないのかという御質問にお答えいたし

ます。

公社の所有する土地のうち、現在保有して

いる五川目地区集団移転先地、天ヶ森・砂森

地区集団移転先地用地、南ニュータウンは、

公社独自の事業でございますので、市が直接

購入する必要はございません。

ただし、それ以外の土地、１０事業で金額

で約１１億６,０００万円ほどあるわけでご

ざいますが、これは市から先行取得を依頼さ

れた土地でございますので、将来的には市が

購入することになりますけれども、現在、市

の財政事情が厳しいことから、今後、計画的

に財政当局と協議を続けてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

以上で、１０番工○議長（堤 喜一郎君）

藤内記議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

２番西村盛男議員の登壇を願います。

おはようございま○２番（西村盛男君）

す。２番市民クラブの西村盛男です。通告に

基づきまして、行政問題、教育問題の２件に

ついてお伺いいたします。

まず１件目は、行政問題についてでありま

す。

私は、昨年９月、第３回定例会一般質問に

おきまして、さまざまな立場にある市民の意

見をいかにして吸い上げていくのかという旨

の質問をいたしました。

それに対し、市長からは、市民意識調査の

一環として、アンケートの実施やインター

ネットによるメール、市民目安箱の設置、そ

して、今年度からの試みとしまして、市内４

４カ所に、相談員となる市職員を派遣し、そ

こで市民から意見を募る、まちかど相談日な

どを設けることにより、幅広く市民のニーズ

を吸い上げていくという内容の御答弁をいた

だきました。

こういった広聴の問題に関しましては、前

回も申しましたとおり、ＪＴＡＧＳ問題な

ど、市政の局面局面においては、議員を含

め、各種団体の集約した意見をもって市民意

見とみなすという手法が妥当であると言えま

す。しかし、民主主義の原点から見ますと、

年齢、性別を問わず、三沢市であれば、４万

市民のニーズを行政側が率先して、バランス

よく吸い上げること、それが重要なのではな

いでしょうか。

もちろん、私たち市民の中には、発言力の

ある方もいれば、行政に関心がなかったり、

日々の生活に追われていたり、行動力がな

かったりする、声の小さな人々もいます。中

でも、私を含めた若年層、俗に言う若者は、

人生経験が浅いことや、まだまだ勉強不足で

あること、そして、発言する場が限られてい

ること等々から、まちづくりに対しての関

心、そういったものがまだまだ低いというの

が現状であると思います。

ですから、若い人材の育成や、まちづくり

に対する意欲向上のためにも、今後、まちか

ど相談日をはじめとしまして、さまざまな手

法により、まちづくりへの市民参加、そう
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いったものの間口を広げる、そういったこと

が必要なのではないでしょうか。

すなわち、それらは、次期振興計画の基本

理念としても掲げられている「人とまち み

んなで創る 国際文化都市」、これの実現に

向けて重要なポイントの一つになると思いま

す。

その第一歩としまして、市民ニーズを把握

する環境を少しずつでも整え、市政へ反映す

べきものは反映させる、そういった施策、姿

勢を行政側が市民に対し見せていくことが必

要であると私は考えているところでありま

す。

そこで、冒頭に述べましたことの中から、

まちかど相談日の現状についてお伺いいたし

ます。

まず、市内４４カ所の相談所は利用された

のか否か。もし、利用されたのであれば、何

名の方が訪れ、そこではどういった意見が集

まったのか。また、集約した意見を次期振興

計画に反映させた部分があるのか、そういっ

た点について御答弁願います。

２件目としまして、スポーツ振興について

お伺いいたします。

近年、社会情勢の変化により、スポーツと

いうものの概念が、ただ勝敗を争う競技とし

てではなく、人々の日常生活を豊かにする一

つの手段として、より身近なものとなってき

ております。

それは、希薄化した人間関係や地域社会を

つなぐコミュニティーツールとして、また、

子供たちに対する情操教育の一環として、そ

して、一般で言うところの生活習慣病対策

や、増加する高齢者の方々の健康促進等々に

おいても、スポーツの持つ意義はとても重要

なものであります。

強いて言えば、文部科学省が１０カ年プラ

ンで策定した、スポーツ振興基本計画でも示

されているように、スポーツ振興を通じた子

供の体力の向上は、人材育成の観点からも、

今後の重要課題の一つであると考えられてい

ます。

確かに、子供たちにとって勉学も大切では

ございますが、文武両道という言葉があるよ

うに、スポーツを通して学ぶことのできる忍

耐力や、仲間を敬う心、そして、ルールを守

ることやマナーを学ぶことも、子供たちの人

間形成の過程においては大変重要なことであ

ると私は考えております。

子供たちは、三沢市の将来をしょって立つ

大切な人材でありますし、そういった人材を

よい環境の中ではぐくんでいくためにも、行

政、そして地域社会が一体となってバック

アップしていくべきではないでしょうか。

子供とスポーツという点に触れましたが、

三沢市は、次期振興計画の中に、「豊かな心

と体を育むまちづくり」として、市民のス

ポーツ活動参加者拡充、指導者の育成を掲げ

ており、この点からは、スポーツを通して市

民の健康を願う気持ち等々が伝わってまいり

ます。

そこで、次の点について質問させていただ

きます。

当市におきましても、他市町村と同様、財

政改革を行っている最中であり、さまざまな

経費が削減傾向にあります。こういった現状

の中で、今後、市は、スポーツ振興、そう

いったものについてどのような考え、展望を

お持ちなのか、お伺いいたします。

また、新たな施策等々がもしあるとするな

らば、あわせて答弁願います。

以上で、私の一般質問を終わります。御答

弁のほどをよろしくお願いいたします。

ただいまの２番西○議長（堤 喜一郎君）

村盛男議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの西村盛男○市長（種市一正君）

議員さん御質問のうち、行政問題については

私から、その他については関係部長からお答

えをさせますので、御了承願います。

まず、行政問題のまちかど相談日の取り組

み状況についてお答えをいたします。

まちかど相談日は、市民の声を市政に反映
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させ、市民と行政の協働のまちづくりの推進

に資することを目的に、市内４４地区の集会

施設を会場として、昨年８月から１０月の期

間中、各会場において月１回実施しておりま

す。

内容といたしましては、地域と行政の橋渡

し役として各町内会に配置している行政連絡

員である市職員が、各地域の集会施設に伺

い、市民からの意見や、あるいは要望等につ

いて、一人一人に聞き取りをし、対応したと

ころであります。

当日、会場にお越しいただいた方々の中に

は、ふだん市役所に来庁できない方々も多数

いらしたと伺っておりましたので、この機会

に御意見や御要望を聞くなど、細やかな対応

ができたものと認識をいたしておるところで

あります。

まちかど相談日の実施結果といたしまし

て、相談件数の合計は３６７件で、相談・要

望の主な内容は、道路関係が３０％、生活環

境関係が１３.６％、交通安全関係が９％、

ごみ対策関係が７.１％などであります。

即答できないものにつきましては、内容を

調査あるいは検討し、現状の取り組みや今後

の計画などを回答しております。

また、要望、提案など、まちかど相談にお

ける市民の声につきましては、各担当課にお

いて検討をし、課題や長期計画の必要なもの

は、平成２０年度からスタートする、いわゆ

る三沢市総合振興計画の基本計画に織り込ん

でおります。

今後におきましても、広く市民の声を市政

に反映する機会を設け、市民とともに歩む市

民本位のまちづくりに取り組んでまいりたい

と考えております。

以上であります。

教育長。○議長（堤 喜一郎君）

教育問題のスポー○教育長（横岡勝栄君）

ツ振興についてお答えいたします。

教育委員会では、１人生涯１スポーツを目

標に、子供から高齢者まで、だれでもがス

ポーツに親しめる環境づくりを行っておりま

すが、現在では、従来からのチャンピオンス

ポーツだけにとらわれず、楽しむためのス

ポーツの普及に力を入れており、特に最近で

は、グラウンドゴルフが高齢者の間で人気が

高く、スポーツとしてだけでなく、社交の場

として普及しております。

また、子供たちには、キッズスポーツクラ

ブを組織しておりますが、これは、一つの種

目にこだわらず、子供たちがやりたいスポー

ツ、例えばサッカー、卓球、水泳、ボーリン

グ、軽スポーツなどの多くの種目を毎回メ

ニューを変えながら楽しむためのクラブであ

ります。このクラブ運営には、体育指導員が

中心となり、活動を支えております。

このように、スポーツ振興を進める中、各

種スポーツ大会においては、行財政改革に伴

う運営補助金の削減をここ数年行ってきてお

りますが、参加者の皆様には、受益者負担の

趣旨を御理解いただき、大会や事業のグレー

ドを下げることなく実施しており、参加者自

身が大会や事業運営を支えているという意識

が定着しつつあります。

また、三沢市には、各種大会選手派遣費補

助金という制度がございます。これは、地区

予選を経て、県大会、東北大会など、上位の

大会の出場権を得た団体または個人に対し、

大会参加に伴う必要経費について補助する制

度であります。

教育委員会といたしましては、今後も補助

制度の継続を図るとともに、さらなるスポー

ツ振興に努めていきたいと考えております。

以上でございます。

２番、再質問はご○議長（堤 喜一郎君）

ざいませんか。（「ありません」と呼ぶ者あ

り）

以上で、２番西村盛男議員の質問を終わり

ます。

それでは、一般質問を次に移ります。

１６番山本弥一議員の登壇を願います。

１６番議員、新政○１６番（山本弥一君）

会の山本弥一でございます。ただいまより、

通告に基づきまして、順を追って一般質問を
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いたします。

まずはじめに、政治姿勢問題からでありま

す。

市長は、市民の声を聞く、市民とともに歩

む行政を公約に掲げているところでございま

す。

初心忘れるべからずという言葉がありま

す。初心とは、最初の発心のことであり、決

心及び決意を意味します。我々人間は、何事

かをなし遂げようと志しても、時間がたつ

と、はじめのかたい決心があやふやになりが

ちであります。人間、悩んだり壁にぶつかっ

たとき、初心に返るに限ります。

格言の中に、「鏡にうつる我が姿つんとす

ませば向ふもすます睨みつければ睨みてかえ

す兎角浮世は鏡の影よ泣くも笑うも己れ次

第」というのがあります。このことわざに象

徴されるように、リーダーとして、責任のす

べては自分にあるという強い信念を持つこと

が重要であります。

よって、無責任に逃げてしまうような弱気

では、最初からリーダーの資格はなかったも

同然であります。一度しかない人生、かけが

えのない人生、これだけはやり抜くと願う初

心はまことに貴重であります。

市長の社会的に価値ある「市民とともに歩

むまちづくり」の初心をいつも忘れず、その

実現に向け努力することを市民とともに御期

待申し上げ、本日は、このことを踏まえ、一

般質問をいたします。

政治姿勢問題の消防職員への過払いの責任

と外部監査の導入について、その第１点目、

過払い問題の責任処罰についてお尋ねをしま

す。

質問の趣旨は、消防職員に対する過払いの

責任の処罰の実施を求めるものであります。

人生とは、私は、日々の生活にほかならな

いと理解をしています。生活を大事にする。

また、豊かにする。さらに、暮らしに広がり

を持たせることは必要であります。

我々人間は、毎日の生活において、自分の

意思の決断に基づき行動していると言っても

決して過言ではありません。とりわけ、市長

の決断は、市民生活に大きな影響を与えるた

め、市民から注目を集めます。

ある研究機関が、今求められているリー

ダーの条件というアンケート調査を行った結

果、現代に求められている組織のリーダーの

条件とは、先見力や情報及び決断力や行動と

いう順位であったと公表しています。

また一方、下位の条件は、いわゆる誠実や

謙虚さ及び包容力や部下愛などであります。

一昔前ならば、下位の条件が日本的経営に

は欠かせない条件でありました。つまり、長

い年の間、年功序列や、あるいは温情的な人

事管理などが中核でしたが、ところが今、下

位の要素よりも予見や情報並びに決断力や行

動力を上位に挙げています。

よって、今、リーダーに求められているの

は、いわばドライな能力であって、これまで

の日本的情感の分野にはない、非日本的なも

のを求めています。

これらの要素を考えるときに、いずれも、

日本史で言えば、治乱興亡の弱肉強食の戦国

時代の武将たちに求められた要素を重要視し

ていることにほかならないと理解するもので

あります。

したがいまして、リーダーは常に自己鍛錬

によって真実を直感的に見抜き、正しい価値

判断のできる勘を養い、そして決断し、行動

することが重要であります。

政治は、すべて結果責任が問われます。そ

こには勇気と信念が重要であることを我々は

肝に銘じておかなければなりません。したが

いまして、行政に携わる首長は、常に市民の

信頼を重要視しなければなりません。

一昨年度、本市が消防職員に対する休日勤

務手当が、１０年間の長期にわたり過払いさ

れた問題が発覚したところであります。地方

公共団体には、公正な公金の支出を扱うた

め、幾つかのチェック機能があります。今回

の違反行為に対し、そのチェック機能が過去

１０カ年間の長期間にわたって全く発揮され

ず、納税者である住民の不信感を強め、信頼
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を損ねることになり、まことに遺憾で、残念

でなりません。

当局では、平成１８年度決算に、その一

部、消防職員の過払い額を回収し反映された

と言っても、２０００年以前の過払い額につ

いて、詳しい記録が残っていないことを理由

に返納されていません。

問題は、こうした不祥事に対し、前消防長

が謝罪しただけで、関係責任処罰が示され

ず、今日まで実施されていない点でありま

す。執行部では、故意にしたものではないと

の理由を挙げ、責任処罰に消極的態度であり

ます。これでは行政のプロ意識として、果た

して納税者の理解が得られるか、疑問を感ず

るものであります。

中国の故事の中に、「大義親を滅す」とい

う言葉があります。どんな偉大な人物でも、

重要なポストに定着するまでには、我々凡人

にはまねのできない試練を乗り越えてきてい

ます。

中国の唐の太宗という皇帝も、この例に漏

れなかったわけであります。当時、唐王朝に

３人の息子がいて、長男で皇太子の太宗が実

力と人気が圧倒的に強いので、次男と三男の

兄弟が手を組んで、太宗を殺そうともくろ

み、この不穏な動きは太宗の側にも手にとる

ように伝わってきて、側近から、先手を打っ

て相手を討ち取るように強く進言されたが、

情け深い太宗が肉親を殺すことにこだわり、

なかなか決心がつかず、殺されることがわか

り、側近の献策に従い、宮中の門でその兄弟

を待ち受けて殺しました。これが後の「玄武

門の変」と言われるクーデター事件でありま

す。

このように、太宗もすんなり皇位についた

わけではありませんでした。自分の兄弟に、

相せめぐことに最後まで悩んでのことであり

ます。できることなら、穏便に話し合って、

暴挙を思いとどめさせようと思ったが、しか

し、太宗の温情は兄弟に通ずるものではな

かったので、このままでは自分が殺されるだ

けではなく、唐王朝も滅亡することを物語っ

ていたので、そこで、最後の決断を太宗は、

大義親を滅すに求めたのであります。

政治や戦いだけではなく、行政や現代の会

社経営においても、大義親を滅すのリーダー

シップは欠くべからざる大原則であります。

なぜならば、その原則を守ることによって、

信賞必罰がはじめて生まれるからでございま

す。

一つの組織内の大事に際して、肉親の情や

個人的愛情に惑わされて、断固たる措置をと

れないリーダーは、自分自身を滅ぼすだけで

はなく、その組織そのものを破壊させるおそ

れがあります。思い悩んだ末、大義親を滅し

た太宗の態度は、リーダーとして、見上げた

立派なものであります。

我々人間には無限の可能性が与えられてい

ます。この可能性を生かすか殺すかは本人次

第であります。偉人であるロマン・ロラン

は、英雄とは自分のできることをした人、反

対に、凡人とは自分のできることをやらない

人だと言っています。

偉大な仕事をなし遂げたという人は、人の

何倍も努力しています。努力といっても、人

に勝つとか、出世のために努力するのではな

く、自分自身と競争することにほかなりませ

ん。一度しかない人生、かけがえのない人

生、これだけやり抜きたいと願う市長の初

心、市民とともに歩む市政は、まことに貴重

な公約であります。

人間の最高の欲求である、自己実現の欲求

を満たす、「三沢のまちづくり」においての

ライフワーク、これこそが生きがいの最たる

ものであります。その心を真っ赤っかに燃え

させて、積極果敢な挑戦に情熱を傾けていた

だくことを願うものであります。

したがって、言いたいことは、今回の不祥

事の再発防止のためにも、信賞必罰が問われ

ているという点であります。もし、それぞれ

の責任処罰が何も示されない場合、住民の信

頼回復はあり得ないし、また、市長としての

リーダーシップも問われることに相なりま

す。
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今回の消防職員に対する過払い問題のけじ

めとして、処罰が決断され、実施されるか、

市民も見守っているので、まずはじめに、答

弁を求めるものであります。

次に、政治姿勢の第２点目、外部監査導入

についてお尋ねをいたします。

監査制度は、地方公共団体の運営が公正か

つ合理的及び効率的になされているかどうか

を客観的に吟味・検証する手段として設置さ

れています。地方公共団体が、自治、行財政

機能を発揮するためには、自主性と自律性が

徹底されていることとともに、事務事業の執

行と内部管理の適法性や公正の確保が不可欠

であり、このために監査制度があります。

また、監査制度は、直接・間接に住民参加

を保障しつつ、地方公共団体が内部において

行うものであります。

そして、地方公共団体は、独立した経済を

主体としての活動を、それぞれの規模や条件

のもとに継続してきています。したがって、

社会的並び経済的に大きな役割と影響力を

持っており、能率的運営や合理的経理が強く

求められているところでもあります。

地方公共団体における監査は、監査委員制

度を中核として、監査委員は、職務の性質

上、強力な独立的地位及び権限を付与されて

います。このため地方公共団体は、公金に関

する事故や不適切な財産管理の防止等のた

め、適切な監査を実施し、結果をわかりやす

く公表すべきであります。そのためには、監

査委員と事務局との密接な連携や、監査の範

囲を明瞭にするための監査基準の設定等、実

施面での工夫や検討が欠かせない課題であり

ます。

地方分権時代を迎え、「創造と選択の時

代」とも言われています。

したがいまして、自治体は、公共事業等を

抜本的に見直しを図り、その目的が妥当かど

うか、継続事業であっても、緊急性や財政事

情から期間の延長ができないかなど、必要な

公共事業の財源をどこから捻出するかなど、

一段と効率的な事務事業を推進する努力が期

待されていることから、監査委員の財政的観

点からの指摘が重要課題となってきていま

す。

このところ、全国的に地方公共団体の不祥

事が伝えられる。そのたびごとに、住民か

ら、監査委員は何をしているのかという声が

上がります。中には、退職職員のＯＢが知識

経験者として就任し、かつての同僚の事務事

業を監査するやり方に、どれほどの監査能力

が期待できるかという冷ややかな住民の意見

があります。

もともと監査は、公正な第三者が行う外部

監査が原則であります。行為として、首長が

議会の同意を求めたといっても、内部監査に

終わり、どれほどの機能が発揮できるか疑問

視されているところでもあります。

平成９年６月、地方自治法の改正で、外部

監査の導入が可能になりました。

今回、本市の消防職員の過払い問題の不祥

事を思うとき、監査委員が住民の負託にこた

えることなく、１０年間という長期間にわ

たって指摘されず、行政の公正の確保と不当

性を見抜けなかった責任は重大であります。

その結果、住民に大きな負担を強いることに

相なりました。そして、市民の信頼を失いま

した。

当局は、外部監査の導入について、これま

で、コストがかかるためとして、導入につい

ての理由に挙げて導入を避けてまいりまし

た。これを教訓として、同じ誤りを繰り返さ

ないためにも、また、納税者である住民の信

頼回復の観点からも、外部監査制度の運用を

検討すべきであると考えるが、その取り組み

について答弁を求めるものであります。

次に、行政問題の、市立三沢病院移転に伴

う事業についてお伺いをさせていただきま

す。

市民の健康を守り、生命を大切にすること

は、人間活動の第一歩であって、行政に責任

を持つ当局にとって、軽々しく市立三沢病院

新築移転計画の是か非かを論ずるべきではな

いことをよく理解するものであります。
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しかし、開設以来の立地条件や交通機関の

発達及び近隣都市の医療機関の発展等を総合

的に判断して、老朽化した本市の市立三沢病

院の移転新築計画のあり方を、運営や財政的

なことも含めて、移転か現在地設置か改めて

真剣に討議するための委員会を設置して、こ

れまで聖域化し、「触らぬ神にたたりなし」

の、面倒なことには知らぬ顔でいたほうが無

難だという態度を捨てて、現状を分析し、今

後の見通しを立てて、市民の意見を十二分に

聞き入れることが重要と考えるものでありま

す。

市立三沢病院を新築移転し、従来どおりの

経営方針で、ただ累積欠損金を増加させてい

くのか、その選択をめぐって、住民との話し

合いを進め、その利害得失の意見を十分聴取

し、誤りのない結論を期待するものでありま

す。

病院経営を見ると、薬価基準の引き下げに

もかかわらず独立採算制を維持することは、

極めて困難となってきており、多額の累積赤

字を抱えているのが実情であります。

さらに、最近では交通事情が便利になり、

利用者は、大きな総合病院あるいは専門医院

へ指向する傾向を強めてきています。患者の

流出による減少や医療費の増嵩など、市立三

沢病院の経営が苦しくなってきています。多

額の累積欠損金を抱え、単なる運営改善など

の経営努力をもってしても克服することので

きない限界に達しており、施設の老朽化対策

等を加えて、緊急な課題を抱えているのが実

態であります。

現在の運営体制のまま、独立採算制の枠内

で結論を得ようとすると困難をきわめます。

今、市立三沢病院の新築移転計画が進められ

ている中で、平成２２年度、市立三沢病院が

開業時には１０億円余りの赤字が見込まれ、

合計約２０億円余りの累積欠損金を抱えなが

らのスタートとなり、その後、平成２５年度

には２８億２,０００万円余りの赤字を見込

んでいます。

公立病院の健全な運営を図るためには、収

益に見合った適切な支出が必要であります。

当局は、累積欠損金は建物等の償却費の金額

で、住民に負担を強いるものではないと説明

しているが、これらの赤字額を補う一般会計

の財政事情は、今後とも一段と厳しくなるこ

とが必至の実情にあり、半恒久的な繰り入れ

補てんはもはや限界であります。それだけ

に、病院事業の財政の健全化は緊急の重要課

題であります。

市立三沢病院は、今日まで地域医療の中核

的使命や保健衛生をはじめ、福祉対策の役割

を果たしてきました。このことから、広範囲

な市民のコンセンサスが必要であります。

病院移転に伴う病院事業計画は、累積欠損

金が増大する計画内容であり、市民の多くが

本市の財政悪化を心配しているので、新病院

の事業計画について答弁を求めるものであり

ます。

次に、第２点目のほうは聞き取りもなさっ

ているので、病院跡地の検討委員会が、どの

ような内容で検討されているのか、そして、

いつまでにその検討が示されるのか、答弁を

求めて、以上で、私の一般質問を終わりま

す。

ただいまの１６番○議長（堤 喜一郎君）

山本弥一議員の質問に対する執行部の答弁を

求めます。

市長。

山本議員さん御質問○市長（種市一正君）

のうち、政治姿勢問題の２点目については私

から、その他については関係部長等からお答

えをさせますので、御了承願いたいと思いま

す。

まず、政治姿勢問題の２点目にございます

外部監査制度の導入についてお答えをいたし

ます。

外部監査制度は、平成９年の地方自治法改

正により、都道府県、指定都市、中核市に、

その導入が義務づけられ、市町村において

は、条例を定めることによりまして、外部監

査制度を導入することができることになって

いるわけであります。
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御質問の外部監査制度の導入つきまして

は、監査委員として弁護士、それから公認会

計士、税理士や、監査等の事務経験のある国

・地方職員の中から、外部監査契約を締結す

ることとなっておるわけであります。

既に導入している都道府県での平均費用

は、年間契約額が約１,７００万円と高額に

なっているわけであります。

また、導入した市町村の数も、１,８７４

団体中１３団体と極端に少ない状況でもあり

ます。

現在、当市では、事務処理を適正に行うた

め、法令や条例等の解釈や運用についての職

員研修や、あるいは条例説明会を行うととも

に、組織内部によるチェック体制の強化等に

努めているところでありますが、当市の監査

委員につきましては、すぐれた見識を持ち、

人格が高潔であるとともに、行財政運営に関

しても精通していると認識しておりますの

で、現状の監査委員制度については、今のと

ころ新たな外部監査制度を取り入れる考えは

ございませんので、御理解を賜りたいと思い

ます。

消防長。○議長（堤 喜一郎君）

政治姿勢問題○消防長（小比類巻正雄君）

の第１点目、過払い問題の責任処罰について

お答えします。

消防職員の休日勤務手当過払い問題につき

ましては、法令等に照らし合わせ、該当職員

からの返還が終了し、平成１９年第４回定例

会の平成１８年度三沢市一般会計歳入歳出決

算をもって、事務処理上の一定の区切りがつ

いたものと考えております。

この過払い問題は、全国的に多くの消防機

関において誤解釈が発生している状況から、

昨年、国において、適正運用についての異例

の通達があったところであります。

しかしながら、条例解釈等の誤りは、問題

発生当時から現在に至るまでの消防本部内部

にその責任があるものと考え、三沢市職員懲

戒分限審査委員会に、この問題についての審

議を依頼したところであります。その答申内

容を参考に、消防内部で慎重に検討し、適正

に職務を遂行する義務を怠った責任として、

三沢市の懲戒処分等に関する基準に基づき、

平成１９年１２月２７日付で、消防の総責任

者である私には、市長より厳重注意、条例改

正後の歴代消防本部総務課長に対し、訓告処

分としたところであります。

消防職員の休日勤務手当の過払いにつきま

しては、改めて市民の皆様に謝罪するととも

に、今後、再びこのようなことのないよう、

組織全体における意識の改革と職務遂行の適

正化に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

議員さん御○政策推進部長（桑嶋豊士君）

質問の市立三沢病院移転跡地の利用計画につ

きまして、検討委員会で現在どのような内容

が検討されているのか、また、いつまでに結

論を出す予定になっているかとのお尋ねにお

答えをいたします。

さきの野坂議員さんの御質問にもお答えし

たところでございますが、市立三沢病院の移

転跡地の活用方法につきましては、現在、市

では、市民参画から成る市立三沢病院移転跡

地利用検討委員会におきまして、これまで全

体会議を４回、建物利用検討部会及び土地利

用検討部会を各３回開催してきており、この

間、平成１９年３月には、それまでの跡地利

用の検討に係る中間報告を取りまとめており

ます。

この中間報告では、定住化に向けた施設や

人の流れ、にぎわいなど、市民や利用者が夢

を感じ、地域の活性化につながる開発利用の

検討を行うという方針のもとに、各委員から

跡地利用の具体的なイメージとして、教育文

化施設、医療福祉施設、商業施設や集合住宅

などから成る複合施設や診療所、物産品販売

所及び駐車場、あるいは企業を支援するチャ

レンジシップなど、多種多様な活用が例示さ

れているところでございます。

委員会では、今後、昨年１１月に内閣総理

大臣認定を受けた三沢市中心市街地活性化基
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本計画を踏まえながら、中間報告において示

された複数の跡地利用案の絞り込みや、先進

地事例等に係る研究を行うとともに、より効

率的かつ効果的な方策を実現するために、民

間資金やノウハウ導入等の可能性も含めて、

さらに具体的な検討を行うこととし、平成２

１年３月を目途に、委員会としての跡地利用

の提言に係る最終報告を取りまとめることと

しております。

このようなことから、市といたしまして

は、中心市街地において、現在計画されてお

る各種事業との連携や整合性も配慮した上

で、地域活用効果を最大限生み出すような跡

地利用の方策を検討してまいりたいと考えて

おります。

病院事務局長。○議長（堤 喜一郎君）

一般行○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

政問題の第１点目、市立三沢病院移転に伴う

病院事業の経営計画についてお答えいたしま

す。

三沢市立三沢病院の移転計画につきまして

は、平成２２年度の開院に向け、事業を進め

ているところでございます。病院移転後の収

支計画では、減価償却費や病院事業債償還金

などにより、純損益では当分の間赤字決算が

続きますが、企業会計の損益勘定には、現金

の支出を伴わない減価償却費や固定資産除却

費、繰り延べ勘定償却などの経費が計上され

ており、これらの経費を差し引いた減価償却

前収支では、現在の医師数を確保しているこ

とが大前提となりますが、平成２２年度以降

も毎年度黒字を見込んでおります。

以上のことから、移転後においても累積欠

損金は見込まれるものの、病院経営上最も重

要である不良債務は発生しない計画となって

おり、一般会計からの繰入金には影響を与え

るものではございません。

移転後の経営に当たりましては、これ以上

に経費節減に努めるとともに、収入の確保を

図ることで不良債務が発生しないよう努力

し、地域医療の中核的使命を果たし、当院の

理念として掲げております質の高い医療と、

よりよいサービスを提供し、地域住民から愛

され、信頼される病院を目指してまいりま

す。

以上でございます。

１６番。○議長（堤 喜一郎君）

納得がいきません○１６番（山本弥一君）

ので再質問させていただきます。

まず、政治姿勢問題。私は、政治姿勢問題

は市長が答弁するのが当たり前。私が前段で

申し上げたのは、今、リーダーの資質あるい

は決断、それを求めての質問でありました。

残念ながら消防長が答弁されたというのは、

甚だ期待外れでありました。

そこで、先ほどの答弁だと、現消防長、こ

れは当時の消防長ではないわけで、当事者で

はないわけですね。それで、自分と歴代消防

本部総務課長等で訓告ですか、戒告ですか、

小手先というか、トカゲのしっぽ切りで事を

済ませようということ自体は、私は、先ほど

前段で申し上げました、市長は市民本位の、

市民とともに歩む行政を公約されておりま

す。市民の声を聞くという姿勢を貫くかどう

かということを前段で申し上げたのですけれ

ども、私は、こうした公約、市民に対しての

不退転の決意で、私はこうした問題にも、市

民の側から、実際５年間分は返納されていな

いのは事実であります。これで、市民の金

を、どっちかというと無駄遣いになったとい

うのは事実なので、これでこのぐらいの罰で

済ませるのか。

本来なら、いつも申し上げますけれども、

歴代の消防長、その支出行為を果たす当時の

収入役、そして、それを監査する代表監査委

員、さらには、全責任を持たなければいけな

い前首長、これらには今何も処罰は及んでお

りません。果たしてこれで、新市長は当事者

ではありませんけれども、責任として、その

処罰の処理が現市長に私は継続されているも

のと認識しております。

残念ながら答弁いただけませんでしたけれ

ども、今回の消防職員に対する、私は本当の

意味での終止符を、過払い問題の終止符とい
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いますか、処罰問題に終止符を打つために

は、市長の英断を期待するものであります。

そうでなければ、納税者である市民の信頼

や、あるいは理解は得られません。再度、市

長の強い英断、この過払い問題に対する処罰

について、私は、市民の納得できる処罰の英

断を求めるものでありますけれども、その気

持ちがあるのか、ないのか、再度検討するの

か、その辺について質問いたします。

次に、先ほど市長から監査制度の導入、全

く何年たっても、何年指摘してもやる気がな

いというのはわかりました。

今、この消防署の過払い問題について、大

不祥事が起きたにもかかわらず、１０年間と

いう長期にわたって監査委員が何も指摘でき

なかったのは明らかであります。明白であり

ます。

こんなことが起きても何ら処罰も下せない

ようなリーダーであれば、市民は期待外れで

あります。いま一度、この件も含めて、これ

こそ市民に向かって、二度とこういう不祥事

を起こさないための監査をしっかりやる。

会計士でもいいし、プロを呼んで交渉がで

きないのですか。高い、理由ばかり挙げて、

できない理由ばっかりです。私だったらもっ

と安いのいっぱい探せますよ、優秀な。答弁

では、優秀な、それは認めます。しかしなが

ら、間違いが起きた。これを何と言います

か、無能と私なら言ったりするのだけれども

ね。

もう一度、この大きな不祥事を機会に、

もっと皆さんは交渉して安いのを探してくだ

さいよ。やれない理由ばかり、この間も太田

議員からも、こんなに声張り上げたくないの

ですよ、皆さんがやる気がないから。もっと

気力を持ってください。いま一度、市長か

ら、再度検討するかどうかについて答弁を求

めるものであります。

次に、行政問題の病院計画について再質問

させていただきます。

新しく病院移転すると、その病院の事業収

支計画、ここにあります、予定の計画が。累

積損益、２２年度開業と同時に、合計２０億

余りでスタートする、これは間違いないです

よね。

そして、２５年度には２８億２,０００万

円。２３年度には２億４,８００万円余り、

２４年度には２億５,２００万円、２５年度

単年度で２億３,０００万円。全部損する赤

字の収支計画であります。詭弁は使わないの

ください。減価償却前はこう利益あります

と。

本来、経営とは、建物償却も含めて、利益

を出さなければ、企業経営とは言えません。

これでは、銀行は貸しません。建物か何か、

銀行から借りようとして、この収支計画書で

は貸しません。なぜなら危険ですから、損す

る会社に、銀行がよその方々の金を集めて融

資しますか。役所だから許されるのかどうか

わかりませんけれども、私は許されないと思

います。

いつ、この累積欠損金を返す予定なのか。

負担をかけないと言うけれども、負担になる

のですよ。それから、市の財政も、今後も大

きな税収が見込めない中で、恒久的にこっち

から、一般会計から病院に出そうと思った

ら、できなくなってくるのですよ。むしろこ

の計画は、移転した場合、一般会計から、も

う悪化させないのか。

私はこれを心配して、市民もみんな心配し

て、いま一度、凍結してゆっくり考えて、今

すぐ病院つぶれる、壊れるわけではないのだ

からという要望書等もあるわけです。

では、お尋ねしますけれども、この累積欠

損金が加わって、ずっといく予定になってい

るのだけれども、後がないので私はわからな

いけれども、２６年度からどうなっていくの

か、試算してあったら、再度答弁をいただき

たいと思います。

次に、病院跡地利用計画について再質問し

ます。

昨日から、いろいろ検討しているという、

今も例を挙げていただきました。しかし、病

院の跡地計画、まず基本的には特殊な土地で
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あるということ。売りたい、売ったほうがい

いよね。やらないで、損。しかし、だれも買

わない。なぜだと思いますか、いい土地です

よね。一つ問題がある。これはしゃべられな

いのだけれども。

本来なら、病院跡地は、今、例を申し上げ

ていただきましたけれども、診療所等を入れ

て、介護だとか、あるいは老人云々という、

そういうセンター。これだと私は利用価値が

出てくる。

そこで、一つ提案なのですけれども、古く

なって償却済んでいる部分は、これは危険が

あるので、それは取り壊す。でも、まだ順

次、防衛予算とか、あるいは整備した関係

上、全部だめだというわけではないので、使

えるところがかなり残るはずです。だから、

悪いところは壊して、あの施設そのままで、

東京の企業でもいいし、あるいは病院でもい

いし、セールスして、そして、あの施設を壊

さないで再利用して、アメリカ村とも連携で

きる、そうした施設を私は考えていくべきだ

と。新しい施設、何か病院以外をやった場

合、先ほどしゃべられないという理由でもっ

て、完全に失敗します。

そういうことで、あの病院を壊さないで何

とか生かす、そうした案というのを、皆さん

も中に入って、よりよい、経費のかからな

い、そして効果の上がる、そうした企画を立

てていただきたいと思うので、その提案につ

いて考えをお聞かせいただきたい。

以上です。

それでは、１６番○議長（堤 喜一郎君）

の再質問に対してお答えいただきたいと思い

ます。

市長。

お答えをいたしま○市長（種市一正君）

す。

二つの問題が話になったと思っておりま

す。一つは、消防関係の、いわゆる過払いに

対する処罰の問題だろうと。

このことについては、前回も特別委員会

だったかで発言ありまして、その対応につい

て申し上げた経過があると私は思っておりま

す。

言いわけをするわけではないのですけれど

も、この問題については、県はもちろんであ

りますけれども、全国的に、法の解釈で、そ

ういう問題が非常に多く発生しておったわけ

であります。

しかしながら、現実の問題として、結果的

に９００万円有余の市民に対する欠損が出た

というようなことで、迷惑をかけたわけであ

りますので、解釈の仕方の問題については、

いろいろあったとしても、やはりこれは結果

責任の中で、私は、処分をしなければならな

い、そういう答弁を申し上げたところであり

ます。

内容については、ルール等もありますの

で、十分それらのことを吟味して対応する

と、こういうことを申し上げてきたわけであ

りまして、一々私は、どういうルールかとい

うことについては総務部長から答弁を求めま

すけれども、そういうことに倣って私は処分

したと思っております。御理解をいただきた

いと思います。

もう一つは、監査委員の問題でありますけ

れども、外部監査については、なかなか財政

の問題もあるので云々というようなことを申

し上げております。

ただ、今後、ＯＢだけに絞ってやるかどう

かについては、これは検討の余地があると

思っております。

以上であります。

総務部長。○議長（堤 喜一郎君）

監査委員の責任○総務部長（糸井健二君）

についての御質問にお答えいたします。

監査委員につきましては、条例等の運用に

ついては担当部署が十分理解しているという

ことで、これら支出負担行為が適正に行われ

たかを監査する機関であるというふうに考え

ておりますので、監査委員につきましては、

その責任がないというように考えてございま

す。

それから、処分でありますが、処分につき
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ましては、職務関係において、その秩序を維

持するための制裁でありまして、職務関係の

存在を前提として行われるものであるという

ふうに理解しております。

したがいまして、退職等によりまして、そ

れが消滅したときは、処分を行うことができ

ないものと考えております。

以上でございます。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

病院の跡地○政策推進部長（桑嶋豊士君）

利用に関しまして、使える施設は有効に使え

ないかというふうな御質問でございます。

まず、病院の移転対象、移転補償につきま

しては、２階建ての駐車場がございます。そ

の駐車場と人工腎臓センターがございます。

このセンター、二つの施設とは別に、それら

の主要施設につきましては、新病院の建設に

係る移転補償というふうなことで、これらに

つきましては、取り壊しが原則で移転補償が

出るというふうなことでございますので、そ

ういうふうな利用の方策等もございますが、

これらの移転補償の関係で取り壊しになると

いうふうなことで、どうしてもそこは使用で

きないというふうなことでございます。

以上であります。

病院事務局長。○議長（堤 喜一郎君）

病院関○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

係の再質問にお答えいたします。

まず、平成２６年度以降の累積欠損金でご

ざいますが、先ほど平成２５年度は２８億

２,０００万円ということになっておりまし

たが、平成２９年度は、減価償却費の償却等

により、年々ふえてきまして、２９年度は３

３億８,４００万円となる予定となっており

ます。

しかし、この累積欠損金というものは、ど

こかに返すというような性質のものではござ

いません。病院経営上最も重要なものは、不

良債務が発生するかしないか、要するに流動

資産、いわゆる収入と流動負債、支払わなけ

ればならない差益がどのくらいあるかという

ことでございまして、これは、平成２２年度

以降も、２９年度まで毎年度黒字の予定と

なっております。

要するに、御質問の一般会計との連結決算

で、非常に病院経営が悪化するのではないか

ということでございますが、この累積欠損金

に関しましては、一般会計からの繰り入れを

する性質のものではございません。一般会計

からの繰り入れは、救急医療確保に要する経

費などとして、国の定めた基準で一般会計が

負担するべきものとして定められており、国

から一般会計へ交付税などで措置されている

ものでございます。ですので、一般会計から

累積欠損金を埋めるための補てんというもの

は一切ございませんので、毎年度、不良債務

を発生しないように経営することが一番大事

なことであるということでございます。

以上でございます。

１６番議員、定め○議長（堤 喜一郎君）

られた１６番議員の時間時間は、あと５分と

いうことですので、それ以内にまとめてくだ

さい。

１６番。

１点だけ、時間も○１６番（山本弥一君）

ないようですけれども。

病院の跡地問題について、今、政策推進部

長から、移転が前提で、壊さなければそこは

使えないというような、私は今、一部、こう

理解。そういう法律があるのですか。もった

いないでしょう、使えるのに。なぜ壊さね

ば、新しい病院へ行くのだから、そこを何で

壊さなければいけないのか。そういう法が、

何の法の抵触するのか。あるいは、内輪で壊

すから、壊し代だとか云々でやっているの

か。何かそういう条例だとか、国の法律なん

ですか、それ。私は、もったいない、国民の

税金使って、まだ使えるものを壊さねば新し

いものつくってあげないという。

これは、前もありました、一中の体育館。

新しい体育館、古いから。なぜ、鉄骨がまだ

丈夫なのに。だから、あれは防衛庁がだめだ

と言っているという答弁だったけれども、一

生懸命活動した結果、改造して立派に今、生
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徒たちが一生懸命スポーツで使っているわけ

だよね。そういうのはできないのかどうかを

再度答弁いただきたいと思います。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

移転補償に○政策推進部長（桑嶋豊士君）

つきましては、防衛施設周辺の整備事業の中

で、移転補償を出す場合には、それを取り壊

して原形復旧してからでなければ移転補償が

出ないというふうになっておりますので、御

理解いただきたいと思います。

以上で、１６番山○議長（堤 喜一郎君）

本弥一議員の質問を終わります。

この際、午さんのため、午後１時まで休憩

します。

午前１１時５５分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

休憩前に引き続○議長（堤 喜一郎君）

き、会議を開きます。

議事に入る前に、執行部より、午前中の山

本弥一議員の一般質問に対する答弁につい

て、発言訂正の申し出がありますので、この

際、発言を許します。

政策推進部長。

山本議員さ○政策推進部長（桑嶋豊士君）

んのお尋ねの一般行政問題で、市立病院移転

に係る病院事業についての再々質問の答弁に

ついて、訂正をさせていただきたいと思いま

す。

このたびの新病院の建設事業についてであ

りますが、移転補償により実施するものと答

弁を申し上げましたが、現在の病院の建物が

防音機能を果たしていないことから、その防

音機能復旧を実施するものとして、訂正をさ

せていただきたいと思います。

ただいま執行部よ○議長（堤 喜一郎君）

り発言訂正の申し出がありましたので、議長

において許可したいと思います。御了承願い

ます。

それでは、一般質問を次に移ります。

５番山田清彦議員の登壇を願います。

５番、社会民主党の○５番（山田清彦君）

山田清彦が、通告に基づいて一般質問をいた

します。

１の総合振興計画について、まず、作成の

際に市民の声をどのような形で取り込んだと

いうことの質問であります。

本議会で可決する課題として、総合振興計

画が上程されておりますが、総合振興計画

は、第３次総合開発計画に次ぐ第４次総合開

発計画と位置づけられるものであります。た

だし、これまでのような開発の継続ではな

く、行政サービスの向上を図るべく計画され

たのが総合振興計画だと私は認識していると

ころであります。

さて、第３次総合開発計画の目玉といいま

すか、成果をどのように評価することが適当

かという問いかけに対して、執行部の中で

は、新しい三沢市立三沢病院計画が定まり、

アメリカ村構想も実現に向けて取り組みがな

されたことを高く評価しているように思いま

す。

ところが、その評価を市民の声が後押しし

ていないように思うのは私だけでしょうか。

新しい三沢市立三沢病院建設が間もなく着工

というやさきに、市民の中から、建設を思い

とどまってほしいという署名が行われました

し、また、病院建設の凍結を求める請願が提

出されてもいます。

また、現在地の近くにある水道事業所や公

園をつぶして新築すれば広く使えるのではな

いかという提案が、市民から寄せられてもい

ます。それに、アメリカ村については、市民

の中から、成功するかどうか不安だという声

も多く耳にしています。

第３次総合開発計画の評価としてもてはや

される三沢市立三沢病院とアメリカ村が、三

沢市民からはこのような評価でありますの

で、他の計画についての評価も推して知るべ

しと思われます。

このように、執行部の見解と市民の見解が

分かれていますので、今後の総合振興計画の

進め方については、今までよりも市民の声を

直接反映する形に改める必要があると思いま
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す。

そこで、作成の際に、市民の声をどのよう

に反映することに注意を払ったのか、とりわ

け、昨年１０月末に各町内会で開催した説明

会での意見をどのように反映したのか、お尋

ねします。

次に、市民の声を公募しましたが、公募が

ゼロだったということをどのように評価した

のか、お尋ねします。

総合振興計画（案）の基本構想について

は、市民の声を反映するべく、１月８日から

２１日まで、市役所１階の情報公開コーナー

で開示し、三沢市のホームページ上での情報

提供、マックテレビでの放送がありました。

私は、担当者に応募中に確認しましたら、

数件の問い合わせがあったということでした

ので、市民からの意見提案に期待していまし

た。ところが、最終的にこの公募に応じる声

がゼロ件であったということです。このこと

についてどのように内部で評価されたのか、

お尋ねします。

また、総合振興計画を具体的に進めるに

は、財政負担が必要となりますが、４年後に

は赤字に転落する可能性が高いと言われてい

ますので、実情に応じて毎年見直す必要がな

いのかについて伺います。

今回の総合振興計画は、平成２０年度から

１０年後の三沢市を展望してつくられたと理

解しています。

ところが、第３次総合開発計画は、先ほど

も述べたように、大きな計画を進めることが

前提だったので軌道修正が困難でした。

一例を挙げれば、新しい三沢市立三沢病院

の建設計画は、当初、防衛予算から１００億

円出るので、それで賄えるという話で進んで

いましたが、いつの間にか軌道修正され、現

在は１２９億円の予算規模です。しかも、防

衛の補助は６５億円になりまして、三沢市が

６４億円を負担することとなったわけです。

このように、一たん向かってしまうと軌道

修正が困難という計画の進め方については改

めるべきではないでしょうか。特に、執行部

ですら、４年後に赤字に転落する可能性が高

いと言われていますので、毎年、見直しをし

て、実情に応じた計画に軌道修正することが

必要と思いますので、そのような進め方をす

るのかどうか、お尋ねします。

次に、基地問題について伺います。

自衛隊のＦ－２戦闘機の操縦桿脱落という

事象が起きたが、三沢市の対応はどのようで

あったのかについて伺います。

１月２１日、訓練中の自衛隊のＦ－２戦闘

機の操縦桿が折れて脱落するという事象が発

生しました。このときＦ－２は、三沢市沖の

太平洋上で訓練中でありましたが、操縦桿の

基部が残っていたので、自動で機体を水平に

保つ機能などを作動させて、約３０分後に三

沢基地に帰還することができました。

ただし、戦闘機の操縦桿が脱落するという

ことは、もともと想定されていません。いわ

ゆる想定外の事象であり、市内への墜落とい

う大惨事が発生してもおかしくないわけで

す。

しかしながら、このような事象が発生した

ことが、即座に三沢市に連絡されず、７時間

以上も経てから報告されたということに、今

回の事象を軽視する自衛隊の姿勢が見てとれ

るのではないでしょうか。

なお、三沢市の基地安全対策連絡調整会議

は、１月２２日に早速、再度、再発防止対策

を求める文書を提出しましたが、私が担当課

に確認したところによれば、再発防止対策を

求めるという文言がありましたが、再発防止

対策がとられるまでの飛行中止を求めるとい

う文言はないようでした。

その後、自衛隊は、Ｆ－２戦闘機の操縦桿

の点検と、対応策として、ビスでとめる方法

を考案しました。そのような対策で安全が確

保されるものかどうか、大いに疑問が残りま

したが、その再確認に市の職員は立ち会って

いないようです。

以上のことも踏まえて、今回の操縦桿脱落

の際に、三沢市がどのような対応策をとった

のか、お尋ねします。



― 72 ―

次に、Ｆ－２戦闘機以外の機種で同様の事

象が発生しても墜落はしないと言えるかにつ

いてお尋ねします。

Ｆ－２戦闘機が自動操縦で水平を保てる機

種であるということでしたので、今回は、操

縦桿が脱落しても墜落はしなかったと言われ

ています。米軍三沢基地、自衛隊三沢基地に

配備されている戦闘機と、米軍再編のために

米軍三沢基地で訓練するようになった戦闘機

のすべてが、仮に操縦桿脱落という事態が発

生しても、すべての飛行機がコンピューター

制御で水平を保つ飛行ができて、滑走路に無

事故で着陸するということでしょうか、それ

とも、操縦桿が壊れれば市内に墜落する可能

性が高いということでしょうか、この点につ

いて三沢市はどのような情報を得ているの

か、お尋ねします。

次に、３番目の核燃問題について伺いま

す。

市長は、フランスの再処理工場を見学した

が、安全対策についてどのような見解を持っ

たのかについて、まずは伺います。

昨年末にフランスの再処理工場を見学した

ということですが、安全対策がどのようにと

られているとの認識を持たれたのでしょう

か。平常時の環境放射能による住民の被曝問

題、再処理工場の事故への対策、原子力防災

の観点から、安全対策がどのように行われて

いるとの印象を持ったのか、お尋ねします。

さまざまなトラブルで、六ヶ所再処理工場

の操業が１０年以上もおくれているが、フラ

ンスの再処理工場を見学した市長なので、三

沢市民の安全を守る観点で、六ヶ所再処理工

場を見学する意思はないのかについて伺いま

す。

１９９７年９月に操業予定だった再処理工

場は、設計の見直しや数々の施工不良発覚に

伴う補修、１１年ぶりに明らかになった耐震

計算隠し発覚による補強工事等で、いまだに

本格操業入りができないでいます。

現在は、操業前の最終テストとなるアク

ティブ試験の第５ステップにきのう入ったば

かりですが、この第５ステップには約３カ月

かかると言われていたので、何もトラブルが

起きない場合でも、竣工は早くて５月ごろと

予想されます。もちろん、途中に異常事態が

発生すれば、さらに延び延びになるのは容易

に想像ができます。

私は、再処理工場建設・操業に反対する観

点で長年運動に取り組んできました。その運

動の過程で得た、再処理工場がすべきでない

理由を幾つか簡単に紹介します。

まずは、地震への備えの脆弱さ、戦闘機墜

落の可能性、日常的な放射能放出、被曝労働

者の差別、大事故への備えのなさなどがあり

ます。これに対する備えを徹底するに当たっ

ては、相当の経費をかけるべきですが、赤字

企業の日本原燃がこれを負担するのは無理で

す。

その上に、問題となるのは、新しいトラブ

ル発生の対策技術がないことです。過去に起

きた事故を取りまとめた、トラブル事例集は

用意されていますので、そのような事故へは

備えがあるとは言えるのかもしれません。し

かし、過去に起きたことがない事故が発生す

ると、放射能がない場所で原因究明をして、

修理方法を開発して対処すると言います。そ

のような原因究明施設を当初は六ヶ所村につ

くるはずでしたが、財政が厳しくなって、既

存の施設で対応してもらうという方向に変わ

りました。その既存の施設が、東海村とイギ

リスとフランスの再処理工場です。

最近起きた事例では、燃料剪断過程でのハ

ル・エンドピースのバスケットの変形、さら

には、高レベルガラス固化体の溶接機の故障

など、世界の再処理工場で過去に発生しな

かった事象が起きていますが、その都度、他

の施設に原因究明をお願いしているというの

が実情です。

そういう意味では、六ヶ所再処理工場を安

全に操業するためには、東海とイギリスとフ

ランスの再処理工場がなくなるということは

致命的な痛手となります。

ところが、イギリスの再処理工場は、現
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在、再処理不能です。ここにため込まれてい

る高レベル放射性廃液は、今後、フランスで

ガラス固化体にしてもらう必要があるそうで

す。もちろん、フランスも、海外顧客用の再

処理工場の中止を打ち出す手はずになってい

ます。

ピューレックス法という湿式再処理技術

は、核兵器をつくるために開発されました

が、今後は、乾式再処理に変えるという方向

性が打ち出されています。このほうが核兵器

に転用するのが難しいというのが、その根拠

とされています。

そうなりますと、数年後、イギリスとフラ

ンスがピューレックス法の再処理をやめてし

まう。そして、六ヶ所再処理工場で想定外の

事故が発生した際に、東海再処理工場以外

で、この原因究明をする施設がどこにもない

ということになってしまいます。

以上のことから考えますと、六ヶ所再処理

工場の操業には、まだ多くの問題があること

になります。このように問題が多い六ヶ所再

処理工場の操業の前に、市長はフランスの再

処理工場を見学した知見で、六ヶ所再処理工

場での想定外の事故対策を含めて、本格操業

の前に、三沢市民の安全確保のために六ヶ所

再処理工場を見学する意思はないのかどう

か、お尋ねします。

３番目として、核のごみが青森県に集中す

る計画が浮上しているが、第１次産業を大事

にする市長として、将来の三沢市の農業や水

産業への影響の懸念はないのか、お尋ねしま

す。

六ヶ所村には、低レベル放射性廃棄物埋設

施設があります。今後は、高ベータ・ガンマ

廃棄物が埋設される計画が密かに進行してい

ます。現時点では、埋設深さが地下５０メー

トルの深さとありますが、埋設年限を特に定

めない方向のようです。

その上に、最近浮上しているのが、鰺ヶ沢

町に原子力研究施設を発生源とする核のごみ

を捨てる構想が持ち上がっています。これ

は、岩手県滝沢村で放射性医療廃棄物の中間

処理が行われたものも含まれますが、大学や

研究施設にため込まれた放射性廃棄物を埋設

管理するというものです。この計画が鰺ヶ沢

町に決定、建設ということになりますと、大

変な問題が出てまいります。

もちろん、このような計画が実現します

と、将来は、全国の自治体が受け入れを嫌っ

ている高レベルガラス固化体の最終処分地

も、青森県が引き受けるという事態に発展す

る可能性もぬぐい切れません。

青森県知事は、現在、安心して食べること

ができる農産物・海産物を提供できることを

最大のセールスポイントに据えています。特

に、農産物は、寒冷な気候を使って、農薬を

散布する回数が少ないことをうたっていま

す。また、海産物も、大間マグロに代表され

るように、東京築地での取引も大変に好評で

あります。

ところが、これから東の六ヶ所村に原子力

発電施設関連の核のごみ捨て場ができ、西の

鰺ヶ沢町には原子力関連施設の核のごみ捨て

場が青森県にできてきますと、青森県の農産

物や水産物が放射能に汚染された印象を持た

れる可能性が高くなるというような懸念を私

は感じています。

現時点では、鰺ヶ沢町が低レベルの放射性

の廃棄物の埋設施設としては決定はされてい

ませんが、その可能性が高い状況を踏まえ

て、三沢市長として、今後、第１次産業を大

事にする市長として、将来の三沢市の農業や

水産物への影響の懸念はないのか、お尋ねす

るところであります。

次に、４番のシルバー人材センターについ

て伺います。就業の機会均等が本当に図られ

たのかということで、お尋ねするところであ

ります。

私は、この問題を９月議会で取り上げ、ま

た、１２月議会でも取り上げました。

そして、１２月議会では、経済部長から、

今後、仕事の紹介について、声をかけた情報

を共有することにしていくという答弁があり

ました。それによって、人材センターに登録
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している多くの方に就業の機会が図られてい

くようになるのではないかということであり

ました。

ということで、話が進んでまいりました

が、残念ながら、私が相談を受けている方に

関しては、大変に仕事が、できもない仕事を

押しつけてきて、断ると、できませんかとい

うことで、何回かお話が来たということであ

りました。

人材センターの運営には、三沢市と国から

相当な高額な補助金が出ているので、その運

営は公平であらねばならないと思います。

そこで、実際には、仕事の紹介がどのよう

に行われているかの確認は市役所としてとれ

ているのかどうか、お尋ねするところであり

ます。

特に、この２カ月間の間に、シルバー人材

センターに登録している方々にどのような形

で声がかけられて、そして、実際に仕事をし

ている人と、仕事ができていない人の間に、

どのような違いがあるのかについて、確認が

とれたかどうかについてもお尋ねします。

次に、三沢市後期高齢者医療について伺い

ます。

市民に対する周知はどのように図られてい

るのかということでお尋ねするところであり

ますが、７５歳以上の方は、４月１日から後

期高齢者医療制度で医療を受けることになる

ことが、２月の広報で、お知らせとして掲載

されています。このような広報は過去にも

あったそうですが、この広報を見ただけでは

なかなか中身がわからない。私が見てもなか

なか理解ができないところでありますので、

このようなことでは、なかなか理解が得られ

ないのではないかと思っているところであり

ます。

用語の意味がわかりづらいし、減免措置等

についてもわかりづらく、それでなくても少

なくなった年金から、保険料が年金から取ら

れるとすれば、大変生活者には、特に高齢者

の方には負担の大きい話であります。

こういうことの理解のために、三沢市はこ

れからパンフレットを作成するということで

したが、もっと早く市民に理解を得る努力を

すべきではないのか、もっとわかりやすく説

明し、そして理解を得る努力をすべきではな

かったかと思いますので、その進め方につい

てお尋ねするところであります。

以上の質問に、執行部から誠意ある回答を

得たいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

ただいまの５番山○議長（堤 喜一郎君）

田清彦議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの山田議員○市長（種市一正君）

さん御質問のうち、核問題については私か

ら、その他については関係部長等からお答え

をさせますので、御了承願いたいと思いま

す。

それではまず、核燃問題についての第１点

目、フランスの再処理工場見学では、安全対

策はどのような見解を持ったのか、そのお尋

ねにお答えいたします。

昨年９月末から１０月上旬にかけまして、

私が参加いたしました平成１９年海外核燃料

サイクル施設調査派遣事業につきましては、

経済産業省資源エネルギー庁の所管する事業

として、再処理工場をはじめとする核燃料サ

イクル事業の先進国でありますフランスを訪

れ、関連施設の運営あるいは管理状況、安全

対策、施設と立地地域の共生などについて情

報収集などを行い、理解を深めることなどを

目的とする事業として、むつ小川原地域市町

村長等を対象に実施されたものであります。

六ヶ所村の再処理工場は、立地受け入れか

ら２０年以上がたち、現在、本格操業に向け

まして最終試験を行っております。国策とし

て大きな流れの中で、誘致を決めた本県です

が、一方で、依然として原子力施設への懸念

があることもまた事実であり、原子力大国で

あるフランスにおいて、国民の理解を得るた

めにどのような取り組みがなされ、今に至っ

ているのかを興味を持って調査に臨んだ次第
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であります。

全日程のうち、ラ・アーグ再処理工場の視

察は２日目でありましたが、そのほかの原子

力施設も含め、いずれもハード的には安全性

が確立されており、厳格なチェックあるいは

監視のもとに運転されるため、問題ないとの

説明でありました。

当初は、国と事業者が一方的に原子力施設

の立地を推進した時期もあったようですが、

今では、原子力燃料の必要性といいますか、

必要性に加えまして、公聴会及び情報提供や

監視、さらには、地域住民、地域といいます

か、地元の住民に対する貢献などの活動によ

りまして、施設の立地に対する国民の理解が

保たれていることを感じたところでありま

す。

特に、周辺の農家や漁業者の皆さんとも直

接お話をする機会がありましたが、それに対

する不安の声は聞くことができませんでし

た。

次に、第２点目の六ヶ所再処理工場を見学

する考えはないのかとのお尋ねでございます

が、このことに関し、昨年１１月、私が委員

として参画いたしております青森県原子力施

設環境放射線等監視評価会議の主催によりま

して、六ヶ所再処理施設等の視察に参加いた

しました。

再処理施設にかかわる理解を深めることを

目的とした当視察には、原燃ＰＲ館及び環境

管理センターを見学しまして、再処理工場に

ついては、見学者ホールから中央制御室を見

学いたしたところであります。

特に、環境への安全確保を監視するという

視点で、環境管理センターでは、六ヶ所原子

力燃料サイクル施設周辺の環境の安全が確保

されているか否かを確認するために、周辺で

とれる農水産物などを集めまして、放射線の

量などを調査、公表しているとのことであり

ました。

また、同センターでは、事業所内のモニタ

リングポスト１２カ所と敷地外のモニタリン

グステーション３カ所で、空気中の放射線量

率を常時測定しまして、集めた情報はリアル

タイムで監視しているとのことであります。

このたびの視察は、全体の見学時間が約５

時間という短時間でありましたが、施設の概

略について直接見学できたことに関して、大

変意義あったものと考えております。

次に、第３点目の青森県に核のごみが集中

する計画があるが、そのことに伴う農水産業

への影響について懸念はないのかとの御質問

についてお答えをいたします。

まず、本県鰺ヶ沢町を医療機関などから発

生する放射性廃棄物の最終処分地とする動き

があるとの点につきましては、その詳細を承

知しないところでありますので、発言を差し

控えたいと存じます。

また、六ヶ所村が各種の放射性廃棄物の最

終処分地となるのではないかというようなこ

とにつきましても、国、県及び事業者動向な

ど、詳細を承知しておりませんので、六ヶ所

村が最終処分地になるということを仮定とし

てお話しすることは、現時点では適当でない

ものと考えております。

いずれにいたしましても、安全性について

は国が責任を持って対応していただきたいと

いう考えは、変わりございません。

以上であります。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

議員さん御○政策推進部長（桑嶋豊士君）

質問の総合振興計画についてお答えいたしま

す。

まず第１点目、作成の際に、市民の声をど

のような形で取り込んだのかとの御質問であ

りますが、第３次三沢市総合開発計画に続

く、次期総合計画である三沢市総合振興計画

は、今後１０年間のまちづくりの新しい行動

指針となるものであり、活気と魅力に満ちた

市民生活の実現に向け、また、次世代に受け

継ぐことができる持続可能な三沢市を目指す

計画として、本定例会へ上程したところであ

ります。

市民の意見につきましては、平成１８年１

１月に、市内の１,５００名を対象に実施し
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た市民アンケートの結果を当振興計画へ反映

させるため、重要度が高く満足度の低い項目

は、早急に対策を施すべき課題ととらえると

ともに、これらの課題等に対する市民の声を

直接伺うべく、市内４５カ所で地域座談会を

開催し、課題に対する解決策や、適切な役割

分担などの御意見をお聞きしたところであり

ます。

このような過程を踏まえ、振興計画の素案

を作成し、その内容につきまして、一般公募

委員を含む、委員１８名で組織する三沢市総

合開発審議会で、それぞれの見地から客観的

に検討してきたものであります。

さらに、市民の代表であります市議会の皆

様方に計画内容を御説明申し上げ、御意見等

について、当振興計画へ反映したものであり

ます。

次に、第２点目の市民の声を公募したが、

公募がゼロだったことをどのように評価した

のかとの御質問でありますが、三沢市総合振

興計画基本構想部分について、市民から御意

見等をいただくため、平成２０年１月８日か

ら同月２１日までの間に、市ホームページ及

びマックテレビに記事を掲載するとともに、

市役所１階情報公開コーナーに基本構想案を

備えつけ、だれもが自由に意見を提出できる

ようにしたものでありましたが、電話による

掲示場所についての問い合わせがあったもの

の、意見を申し出る方はおりませんでした。

市といたしましては、市民への周知方法に

ついて、市民がもっと市政に関心を持っても

らえるよう、わかりやすく公表するなど、今

後、さらに募集方法等につきまして工夫を凝

らしていかなければならないものと考えてお

ります。

次に、第３点目であります基本計画を進め

るに当たって、前期５年、後期５年で見直し

をするのか、毎年の予算に伴って、実情に応

じて見直しをしていくのかとの御質問であり

ますが、御承知のとおり、三沢市総合振興計

画は、基本的な考え方を示す基本構想を１０

年間とし、具体的な施策等を体系的に示す基

本計画を前期５年、後期５年として計画した

ものであります。

この計画につきましては、基本的には、後

期基本計画を策定する際、前期基本計画の５

年の間で取り組んできた施策に対し、その達

成状況などの成果を評価し、施策や事業の見

直しをすることとしております。

しかしながら、昨今は、社会構造の変化な

ど、自治体を取り巻く環境は大きな変革期に

あり、５年先であっても、社会経済状況を予

測するのは大変難しいものと感じておりま

す。

このようなことから、多様化する市民ニー

ズを見きわめ、的確にこたえられるよう、前

期基本計画期間の５年にとらわれることな

く、必要に応じて弾力的に見直しを行い、時

代に即応したものにしてまいりたいと考えて

おります。

次に、基地問題の１点目、Ｆ－２戦闘機の

操縦桿脱落に伴う市の対応についてお答えを

申し上げます。

去る１月２１日午後４時２５分に、第３航

空団副司令から副市長に対し、次のとおり連

絡がございました。

本日午前９時２０分ころ、三沢沖東方海上

の訓練空域にて、戦闘機戦闘訓練を実施して

いたＦ－２の操縦桿の固定部にふぐあいが生

起した。当該機は、訓練区域において安全に

着陸を行うことができることを確認し、午前

９時５０分に三沢飛行場へ着陸した。なお、

原因は、操縦桿のグリップ内構成品の破断で

あり、現在、第３航空団は、Ｆ－２型機の飛

行を見合わせ、保有機全機について、当該部

位の点検を実施中であるとの内容でありまし

た。

これを受け、市では、市議会をはじめ関係

団体に対し、速やかに情報伝達を行うととも

に、基地安全対策連絡調整会議を招集し、対

応の検討を行ったところであります。

その結果、翌２２日に、基地安全対策連絡

調整会議議長名の要請文により、次のとおり

要請を行っております。
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１、早急に原因を究明し、結果について報

告をすること。２、整備点検に万全を期し、

再発防止に努めること。３、今後は、事故等

の発生の場合、速やかに連絡をすること。こ

の３点についてであります。

これに対して、１月２４日、第３航空団副

司令が来庁し、市に対し、ふぐあいの発生原

因が、操縦桿のグリップ部分の樹脂部と金属

部の接合部において、密着度が低下したこと

により、金属部に過大な荷重が作用したこと

が原因であり、所要の措置が終了次第、Ｆ－

２の飛行を再開する予定である旨の説明が

あったところでございます。

また、翌２５日には、第３航空団管理部長

より、このたびの事故につきましては、市民

の皆様に御心配をおかけし、おわび申し上げ

ます。なお、１月２８日午前７時５０分から

Ｆ－２の飛行を再開する旨の連絡があり、以

後、通常どおり訓練が行われているとのこと

でございます。

次に、基地問題の２点目、他の機種で同様

の事象が発生した場合についてお答えをいた

します。

この点につきましては、航空自衛隊及び米

軍三沢基地に確認をしたところ、そもそもＦ

－２戦闘機の操縦桿と他の機種の操縦桿とで

は構造が異なるため、同様の事象が発生しな

いとのことであります。

民生部長。○議長（堤 喜一郎君）

御質問の三沢市○民生部長（宮崎倫子君）

後期高齢者医療について、その概要と市民に

対する周知はどのように図られているかにつ

いてお答えいたします。

まず、後期高齢者医療制度の概要について

御説明いたします。

後期高齢者医療制度は、少子高齢化が進

み、社会環境が大きく変化している近年、我

が国におきましては、国民全体の医療費が増

大し、平成１９年度には３４兆円を超え、そ

のうち７５歳以上の方々の医療費は、約１２

兆円と全体の約３５％を占めるまでになると

予想されております。

このように、高齢者の医療費の占める割合

が高くなり、負担の公平性について議論され

る中、現役世代の支援と高齢者自身の負担を

明確にし、公平でわかりやすい制度とするた

め、新たに独立した後期高齢者医療制度が創

設され、平成２０年４月から施行されること

になったものであります。

後期高齢者医療制度の内容は、７５歳以上

の方及び６５歳以上７５歳未満で一定の障害

を有する方が対象となり、平成２０年４月以

降は、現在の国民健康保険、政府管掌健康保

険などから、新たに後期高齢者医療制度に移

行することとなります。

財源構成は、公費が約５割、現役世代から

の支援が約４割のほか、被保険者に負担して

いただく保険料が約１割となります。

保険料は、介護保険と同様に、後期高齢者

一人一人に対して保険料を賦課徴収すること

となります。

具体的には、年額１８万円以上の年金受給

者は、保険料が年金から天引きされる特別徴

収の対象となります。介護保険料と合わせた

保険料が年金額の２分の１を超える場合や、

そのほかの事情のある方は、納付書や口座振

替などにより市町村に納めることになりま

す。

保険料の算定方法は、均等割と所得割があ

り、低所得者の場合は、世帯の所得水準に応

じて、均等割について、国保と同じように７

割、５割、２割の軽減措置があります。

この後期高齢者医療制度の運営は、各都道

府県ごとにすべての市町村が加入する広域連

合が行うこととされており、青森県内におい

ても、４０市町村で構成される新しい特別地

方公共団体青森県後期高齢者医療広域連合

が、平成１９年２月１日に設立されました。

広域連合では、被保険者の認定、保険料額

の決定、医療費の給付など、財政運営などの

後期高齢者医療保険の運営全般を行い、市町

村では、保険料徴収と、主に７５歳に到達し

た方の移行など、窓口業務を行います。

平成１９年１１月２７日には、青森県後期
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高齢者医療広域連合議会において保険料が決

定され、所得に応じて負担する所得割率７.

４１％と、被保険者全員が一律に負担する均

等割額を４万５１４円と決定されました。

また、これまで保険料を納めていなかった

健康保険などの被扶養者に対し、平成１９年

１２月２０日に、激変緩和措置が閣議決定さ

れ、平成２０年４月から同年９月までは保険

料徴収を凍結し、１０月から平成２１年３月

までは、均等割を９割軽減した額を徴収する

こととなりました。その後、１年間は、均等

割が半額となります。

また、後期高齢者医療制度に移行する被保

険者の方への周知につきましては、平成１９

年１０月号の広報みさわで、７５歳以上の皆

さんの医療制度が変わりますと制度の改正に

ついてお知らせし、平成２０年２月号では、

後期高齢者医療制度開始のお知らせとして、

保険料の額、納付方法について掲載し、周知

を図っております。

市といたしましても、早期にお知らせした

いと考えておりましたが、被扶養者に対する

激変緩和措置の閣議決定が年末となったた

め、広報みさわ２月号掲載となったものであ

ります。

なお、３月には、パンフレットを毎戸配布

するとともに、再度、広報みさわ紙上でもお

知らせする予定であり、今後ともさまざまな

機会をとらえ、被保険者の方々に周知を図っ

てまいりたいと考えております。

経済部長。○議長（堤 喜一郎君）

御質問のうち、○経済部長（澤口正義君）

４点目でありますシルバー人材センターにつ

いてお答えいたします。

市では、高齢者の雇用と生きがいをつくり

出すために、社団法人三沢市シルバー人材セ

ンターの運営を支援しておりますが、仕事の

紹介が公平に行われることは非常に重要であ

ると考えております。

センターでは、発注者から仕事の依頼を受

けると、その職種を希望している会員の中か

ら、居住地域や通勤手段、講習会参加の有

無、あるいは発注者の要望などを考慮して、

仕事を紹介する会員を選んでおりますが、昨

年１２月以降には、会員に仕事の紹介をした

日付の記録を残す名簿を作成し、さらなる機

会均等に向け取り組んでいるところでござい

ます。

市では、この記録を確認するとともに、仕

事の紹介状況について、センターより説明を

受けた結果、公平な紹介に心がけているもの

と認識しているところでございますが、しか

しながら、依然として不公平感を抱く会員も

おられるとのことでありますので、そのよう

な事例につきましては、市といたしまして

も、今後、問題点がどこにあるのか調査を進

めてまいりたいと考えております。

また、センターにおける会員の選考方法に

つきましても、さらに工夫の余地がないか、

引き続きセンター側とも検討してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

以上でございます。

５番。○議長（堤 喜一郎君）

それでは、再質問を○５番（山田清彦君）

させていただきますが、まず最初に、総合振

興計画の、いわゆる市民の意見を盛り込んだ

というあたりで、回答としては、１と２で尽

きている感はあるのですけれども、問題は、

今回、市民の意見ということでいきますと、

一昨年１１月のアンケート、そして、昨年１

０月末の町内会での意見聴取、そして、１月

８日から２１日の意見募集という３段階を経

ているように私は思うわけです。

先ほど、西村議員に対する回答の中で、い

わゆるまちかど相談の声も反映したのだとい

うふうになっていますが、正規にはこの三つ

だと私は理解しています。

それで、総合審議会の議事録を読みます

と、当初は５回で終わるはずの審議会、それ

が、審議のメンバーの中から、昨年１１月の

第２回目の議事録の中にありますが、今回の

いわゆる審議会の進め方としては、市の意見

を了承するだけの審議会なのか、私たちも意
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見が言えるのかという問いかけがなされまし

て、ぜひ皆さんからも意見が欲しいのです

と。こういう審議会が始まる段階で、そうい

うことがわかっているはずのところでありま

すが、そこに、まず私は大きな疑問を感じ

て、議事録を読ませていただきました。

それで、問題は、町内会の意見、４５カ所

で、男性、女性合わせて、トータル３６０人

ぐらいですか、意見が出たはずなのですが、

これをどうして審議会のメンバーに直接開示

するというふうなことでやらなかったので

しょうか。私は、後ほど情報開示請求をした

ら出てきましたけれども、聞いたら、これは

審議会のメンバーには示していない資料とい

うことで出てきました。

せっかく取りまとめた意見があるのに、そ

れを審議会の方に見てもらって、基本計画

と、市がつくった基本計画、市民の声を反映

しているのですというような形で見てもらえ

ばいいだけの話なのに、そういうのが審議会

のメンバーに出てこないところに、果たして

市民の声を酌んだというふうに皆さんは言う

かもしれませんけれども、では、酌んだ根拠

は何かというと、市民アンケートで出てきた

最初の取りまとめしか審議会のメンバーは見

ていませんから、そこに市民の声がどう反映

されたかを、私は理解できないし、そういう

ことが審議会で問題にならなかったことが理

解できないわけです。

ですから、改めて、先ほどは、今後はもっ

と周知をすればと言いましたけれども、１月

８日から２１日までにするのだったら、少な

くとも１月の広報で、新年号で、こういうこ

とをやりますと、皆さん見てくださいと。ぜ

ひ声をお寄せくださいと、少なくともこれは

やるべきだし、新聞記者を使って、広報を出

して、こういうふうにやっているのですと、

ぜひ皆さんの声を反映させてくださいという

ことでやるのなら理解できるのですが、そこ

が、まず手落ちだったということもあります

ので、どのようにして市民の声を受け入れた

というふうに認識しているのかが、まず聞き

たいところです。

それから、Ｆ－２戦闘機の操縦桿の脱落に

際して三沢市がとった対応ということで、先

ほど紹介された原因究明、そして再発防止、

速やかに連絡というを申し入れたのはわかる

のですけれども、大概こういう場合は、再発

防止対策がとられたことに対して、市の職員

が行って現地を確認して、中身を見て、本当

にできたかどうかを確認するまでは、飛行中

止を求めるというのが普通の要請ではないで

すか。

皆さんのほうは、飛行中止ではなくて、原

因究明と再発防止と速やかな連絡を求めて満

足しているわけですけれども、普通は、申し

入れとなると、市民の生活を守るべき立場で

いけば、飛行中止をまず先に持ってきて、そ

して原因究明があって、それが確認とれるま

では、私たちが確認するまではというふうに

なるべきだと思うのです。そこのニュアンス

がちょっと違うので、それを改めて聞きま

す。

それから、フランスのほうへ市長が行った

年限をちょっと忘れておりまして、私は１２

月と言いましたが、９月から１０月にかけて

行っていたようでありますけれども。

問題は、フランスの再処理工場の、先ほど

私言いましたけれども、ピューレックス法か

ら今は乾式に変わろうとしている時代の流れ

があるわけです。市長は、その辺を見学して

きていると思うのですよ。将来こういう工場

になりますというぐらいは、少なくともお話

の中にあると思うのです。

乾式にしていくと、ピューレックスの再処

理を支援する技術というのは、六ヶ所を支援

する技術がフランスではなくなるという認識

が私にはあるのですけれども、その辺を、フ

ランスで現地を見てきた市長はどういうふう

に思って帰ってきたのかというのを聞きたい

ので、改めて御答弁を願いたいと思っており

ます。

それから、シルバー人材センターのことに

ついては、多少は、改善を求めるということ
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で、私は何回か経済部長ともお話ししてやっ

ておりますが、その中で、果たしてこの確認

が、今は、部長のほうからは確認がとれたと

いうことですが、やはり内部のチェックが、

少なくとも人材センターができて、これまで

の間、大変名誉ある方が会長になって、ここ

まで運営しているわけですから、不公平感が

あるということの疑義が持たれることについ

ても、大変その方も不名誉だと思うのです

が、やはり運営について、もう少し市役所が

内部にチェックを入れて、検討してきていれ

ば、ここまでいかなかったのではないかとい

うこともありますので、改めてその認識を。

実際に働いている人たちが不公平感を持た

れているとすれば、そういう不満の声をどの

ように市役所が吸収して、シルバー人材セン

ターに向かっていただけるのかというあたり

を、もう１回だけ聞きたいと思います。

それから、最後の医療制度の関係ですけれ

ども、３月にパンフレットをつくって、４月

からというのではなくて、もっともっと前か

ら、本当は説明会を何回も開いておかなけれ

ばいけないと思いますので、パンフレットを

つくるだけではなく、そういう説明会の機会

をこれからどんどんつくっていくのかどうか

も、あわせて聞きます。

以上です。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

市長。

ただいまの再質問の○市長（種市一正君）

中で、ピューレックス法と乾式法について

云々というような話がございました。向こう

では説明したかもわかりませんけれども、私

はそこまでは及んでおりませんで、記憶にな

いところであります。大変申しわけありませ

ん。

どっちかというと、再処理工場の中で、地

域住民がどういう考えを持っているかとい

う、そういう方向にばかり頭が行っておりま

したので、大変失礼いたしました。勉強させ

ていただきます。

政策推進部長。○議長（堤 喜一郎君）

振興計画に○政策推進部長（桑嶋豊士君）

つきまして、市民の周知方法というふうなこ

とと、それから、市民の声を聞き、どのよう

に反映したのかというふうなことであります

が、市民の周知方法につきましては、それぞ

れ周知期間につきましては、長い、短いとい

うふうなことがあろうかと思いますけれど

も、それぞれ公表する事案に基づきまして、

周知期間を今後とってまいりたいというふう

に思っておりますし、また、その方法につき

ましては、市民の方々にわかりやすく、ま

た、市のホームページとかマックテレビな

ど、もう少し工夫を凝らしながら今後やって

まいらなければならないと、このように思っ

ております。

また、市民の意見を聞き、どのように計画

に反映しているのかというふうなことであり

ますけれども、基本計画は、基本構想を踏ま

えながら、５年間で……。

大変失礼いたしました。市民の声を直接審

議会へ届けていないという件であります。

これにつきましては、市民アンケートや、

直接町内会に出向き、意見をいただき、その

結果を事務局において整理し、市民がどのく

らい満足しているのか、あるいはまた、これ

から何に力を注いでいかなければならないか

というふうな課題の抽出を行ったものであり

まして、総合審議会においては、これらのも

のについて審議・検討を重ねてまいったもの

でありまして、加えて、市民の代表でありま

す議会の皆様方から御意見をちょうだいし

て、市民の声を反映したというふうなことで

あります。

それから、Ｆ－２の問題につきまして、当

初から市では、飛行を見合わせるべきではな

かったかというふうなことでありますが、こ

れにつきましては、当初、副司令が参りまし

たときに、十分な措置を完了するまでは飛行

を見合わせるというふうなことから、このよ

うな措置をとったものでございます。

以上であります。

民生部長。○議長（堤 喜一郎君）
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再質問にお答え○民生部長（宮崎倫子君）

いたします。

３月になってからパンフレットをつくっ

て、４月になってから配るのかというお話で

ございましたけれども、既にパンフレットは

できております。

ただ、これを今配りますと、町内会の皆様

に対してもまた御負担をおかけするというこ

ともありますので、３月号の広報と一緒に配

るということにしております。

それで、そのほかに、このようなものを活

用したりしてお知らせするほかに、市職員が

皆さんの集会とか、学習会とか、町内会ある

いは団体などで学習会をする場合には、市政

に関するさまざまなテーマについて御説明申

し上げる出前講座のメニューの中に、新たに

後期高齢者医療制度についてを追加して、仕

組みについて周知に努めてまいりたいという

ふうに考えております。

残り時間５分を切○議長（堤 喜一郎君）

りました。報告しておきます。

経済部長。

シルバー人材セ○経済部長（澤口正義君）

ンターの再質問にお答えいたします。

先ほど、前段で御答弁申し上げましたよう

に、私どもも完全だというふうな認識は持っ

ておりません。

したがいまして、今後、定期的なチェック

体制のあり方も含めまして、センター側と協

議してまいりたいと考えておりますので、御

理解を賜りたくお願いを申し上げる次第でご

ざいます。

以上でございます。

５番。○議長（堤 喜一郎君）

一つだけ、再々質問○５番（山田清彦君）

になりますが、今の総合振興計画に、これか

ら、いわゆる基本計画が付随してくるわけで

すね。３月末に完成するということで今進ん

でいます。市民に対してどのようにこの中身

をお知らせしていくものなのか、その方法に

ついて、具体的にどのように考えていらっ

しゃるのか、お知らせください。

概要ではなくて、基本計画そのものを配布

するということは物理的に無理だと思います

が、これを見る制度があるとか、いろいろな

形があると思いますので、その方法を教えて

ください。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

政策推進部長。

総合振興計○政策推進部長（桑嶋豊士君）

画に係る市民への周知方法というふうなこと

でございますが、振興計画につきましては、

ダイジェスト版を製作する予定でありますの

で、そのダイジェスト版でもって、例えば町

内会長さん等へ配布し、あるいはまた、広報

等で概略について配布するというふうなこと

にしたいと思いますが、また、機会をとらえ

まして、例えば出前講座とか、いろいろなそ

ういう伝達の方法がございますので、そうい

うふうなものを活用して広報してまいりたい

と考えております。

以上で、５番山田○議長（堤 喜一郎君）

清彦議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日○議長（堤 喜一郎君）

程は終了しました。

なお、明日から２０日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、２１日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午後 ２時００分 散会


